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巻 頭 言

第40代校長
小林 俊一郎

02　　gr ｅ ａ 。,。μ 。
肖４ｇ ／

創 立１４０周 年 記 念 誌 刊 行 に 寄 せ て

令 和2 年( 西 暦2020 年) は､ 本 校 創 立140 周 年 にあ た る 大 変 意 義 深 い 年 で

ありまし た 。また 同 時 に､ 世 界 中 の 人 々にとって も､ 新 型 コロ ナウイルス 感 染 症 の

パ ンデミックにより､あ らゆる 面 で そ れ まで の 生 活 が 一 変 した 苦 難 な年 でもあっ た

ことを記 憶 に留 め て おきた いと思 い ます 。

創 立140 周 年 記 念 事 業 の 実 施 に当 たって は､ 平 成30 年11 月 に､ 元 同 窓 会 会

長 の 金 丸 信 吾 氏 を 会 長 とす る｢ 山 梨 県 立 甲 府 中 学 校･ 甲 府 第 一 高 等 学 校 創

立140 周 年 記 念 事 業 協 賛 会｣ が 組 織 され まし た。そして 母 校 の 教 育 の 発 展 と充

実 に 資 す る ため の 事 業 実 施 の た め に､ 協 賛 会 募 金 活 動 が 展 開 さ れまし た。記

念 事 業 協 賛 会 の 方 々 のご 奮 闘 で､ 協 賛 募 金 は目 標 額 を超 え､ 甲 府 一 高 が 最 も

必 要 とし てい る 教 育 環 境 の 整 備 を実 現 して い た だきまし た 。具 体 的 に は､ 各 教

室 へ のＩＣＴ 機 器( コ ンピュ ータ･ プロ ジェクター･ ス クリーン) の 導 入､ ワゴ ン 車 の

購 入､ 既 存 の 学 校 自 動 車( マ イクロ バ ス･10 人 乗りワ ゴン車) の 整 備 及 び 備 品 購

入､ 更 に は 全 校 生 徒 職 員 に対 し､ 斎 藤 孝 著『読 書 力 』(岩 波 新 書) をご 寄 贈 い

た だ きまし た 。令 和2 年10 月22 日( 木) に は､ 本 校 に て 記 念 式 典･ 記 念 講 演( 講

師: 甲 斐 雨 端 硯 本 舗13 代 目 代 表 雨 宮 弥 太 郎 氏) を行 い､ こ の140 周 年 記 念 誌

刊 行 をもって 全 て の 記 念 事 業 が 完 了 となります 。これ まで 実 質3 年 に 亘り､ 事 業

の 企 画･ 準 備･ 推 進･ 運 営 にあ たられ た 協 賛 会 委 員､ 同 窓 会､ ＰＴＡ､ 学 校 教 職

員､ そし て 関 係 者 各 位 の 並 々なら ぬご 尽 力 に 対 し､ 深 甚 なる謝 意 を 表します。

本 校 は､ ここ 半 世 紀､ 約10 年 ス パ ンで 周 年 記 念 行 事 を 行 づて きまし た 。そ の

時 々にお い て､ 高 校 を取 り巻 く教 育 の 流 れ や 本 校 の 設 置 学 科 も少し ず つ 変 容 し

てきてい ます 。一 つ の 大 きな 変 革 は､2007 年( 平 成19 年)3 月 か ら入 試 制 度 が 総

合 選 抜 制 度 か ら全 県 一 学 区 制 度 に 変 わり､同 時 に 前 期 募 集 制 度 を導 入し たこ

とが あ げ られます 。県 内どこ か らでも希 望 する 高 校 を受 験 す ることが 可 能となり、

受 験 の 機 会 も前 期･ 後 期 の2 回 が 可 能 となりまし た 。こ の 年 を境 に､ 各 高 校 はそ

れ まで 以 上 に､ 自 校 の 魅 力 化 に 力 を注 ぐように なりまし た。本 校 は､ 普 通 科 に 加 え1991

年( 平 成3 年) 専 門 教 育 学 科 で あ る｢ 英 語 科｣ を 併 設 し､2004 年( 平 成16

年) に 文 部 科 学 省“ス ー パ ー･ イングリッシュ･ ラング ー ジ･ バイスクール ーＳＥＬＨｉ"

指 定 校 となりまし た。そ の 指 定 終 了 後､2014 年( 平 成26 年) に ス ーパ ーグロ ーバ

ルハ イスクー ル"( ＳＧＨ) の 指 定 を受 け､2 年 後 の2016 年( 平 成28 年) に は､｢ 英

語 科｣(1 学 級) が｢ 探 究 科｣(2 学 級) へ と学 科 改 編し て い ます 。また､2019 年(

平 成31 年) に は､ ＳＧＨ の 後 継 事 業 で あ る“地 域 との 協 働 による高 等 学 校 教 育

改 革 推 進 事 業( 地 域 魅 力 化 型)" の アソシェ イト校 となり､ 翌2020 年( 令 和２

年) に は､“同 事 業( グロ ーカル 型)" の 本 指 定 を受 け まし た 。この ように､ 本 校 は 、

時 代 の 変 化 に 対 応し なが ら､ 常 にロ ーカルな 視 点 とグロ ー バ ルな 視 点 を 備 え､ 課

題 解 決 能 力 を 有した 人 材 の 育 成 を目 指し た教 育 を継 続し て 参りまし た。

今 後 も､140 年 の 長 い 歴 史 と伝 統 を持 ち､ 本 県 を 代 表 する 高 校 として､ 文 化 、

芸 術､ スポ ーツ 活 動 の 充 実 を 図 り､ 有 為 な 人 材 輩 出 の ため に 脈 々とそ の 歩 み を

進 め て 参ります 。

結 び に､140 周 年 記 念 事 業 にご 協 力 い た だきまし た 皆 様 に重 ねて 感 謝 申し

上 げ るとともに､ 今 後 とも変 わらぬ ご 支 援 ご 協 力 を 賜 ります ようお 願 い 申し 上 げ 、

記 念 誌 刊 行 のご 挨 拶 とい たし ます 。

●- ・ 一 一 ｉ

r ‾’



創立140周年

記念事業協賛会

会長

金 丸 信 吾(

昭和38年卒)

山梨県立甲府 第一高等学校創立140 周年記念誌 痛

＼ 引 き 継 が れ る 母 校 愛 に 感 謝 を 込 め て

ダ　山 梨 県 立 甲府 第一 高 等 学 校 は､ 明 治13 年 の創 立から昨年10 月､ 創 立140 周 年を迎え､ 多くの

御 来 寅､ 関 係 者をお招 きし､在 校 生と共 に記 念式 典を開 催いたしました。

………　思 い 起こせ ば 私 の 入 学 時 が80 周 年 であり､そ れ からす でに60 年 の 歳 月が 経 過したことにな

土 ります。

ソ｢140 年｣この 数 字には､ 我 々の先 人 達 が 築き上 げて 来 た輝 かしい 歴 史と伝 統 が 詰っており､そ

ぺ してこのことが 甲府 一 高の 大きな財 産であり､又 我 々の 最も誇りとするところであります。

▽　この大きな節目にあたり､同 窓 会､ＰＴＡ､ 学 校 の三 者を中 心に｢ 創 立140 周 年記 念事 業協 賛会｣

を組 織し､ 母 校 の教 育 環 境の 充 実と発 展に 資する事 業 を実 施 することを決 定し､ 全 卒業 生2 万 人

丁 余の 皆 様に対し協賛 金の 御協 力をお 願いい たしました。

‥　目標金 額 は4,000 万 円でありましたが､ 予 想 外 のコロナ禍 による経 済状 況 が 非常 に厳しい 時にも

か か わらず､5,000 万 円を超える協 賛 金を達 成 することが 出来 ました。これも偏に同 窓 生､ 保 護 者 の

皆 様､ そして歴 代 校長 を始 めとする教職 員 の先 生 方 の甲府 一 高 に対 する熱き母 校愛 の賜 物 であ

り､協 賛 会を代 表して心 から感 謝と御 礼を申し上げ ます。

この 協賛 金は当 初 の事 業 計 画 に基づ き､有 効､ かっ 適 切に､｢ 文 化 の香りのする懐の 深い 進 学

校｣ を目指 す 母 校 の為､ 活 用させてい ただきました。今 回 創 立140 周 年 の 記 念 誌の 刊 行 にあたり、

事 業 内 容､ 決算 報 告も同封させていただきましたの で､ 御承 認をい ただきたいと思 います。

協 賛 会 は､記 念 誌 の発 行､ 発 送をもって解 散となります。

協 賛 会 の会 長としては全くの力 不足 の 私でありましたが､ 多くの皆 様方 の 御協 力 に支えられ､ 何

とか当 初 の目標を達 成することが出 来ました。心 から感 謝を申し上 げます。

昨 年 は､ 誰もが 予 想 出来 なかった新型 コロナウイルスの 感染 拡 大 で大 変な年 でありましたが､ 早

期 の 終息 を願 いながら､甲府 一 高 の益 々の 発展と皆 様 方 の御 繁 栄をお祈りいたしております。

同窓会 第25代 会長

丹沢 良 治

(昭和41年卒)

母 校へ の思いに感 謝

私 は､ 同 窓 会､ ＰＴＡ､ 学 校 の三 者 で組 織された｢ 創 立140 周 年 記 念 事 業 協 賛 会｣( 会 長 は

金 丸 信 吾 元 同 窓 会 長) の 役 員( 参 与) として､宮 島 前 会長 とともに母 校 の 教 育 環 境
の 充 実と発

展 に 資 するこの 事 業 に携 わってまいりました 。協 賛 会の 募 金 活 動 にお きましては､ コロナ禍 で
の

厳しい経 済 状 況 の 中ではありまし たが､ 多くの 同 窓 生 のご 尽力 をい ただき､設定した 募 金目標
を

大 幅に 越える成 果 を出 すことが できまし た。中でも各 学 年 の 常 任 理 事､ 幹 事 諸 兄
の 同 級 同 窓

生 へ の 呼 び かけ には胸 迫るもの がありました。新 旧 の 母 校 職員､ ＰＴＡ会 員 の 多 大 な
ご 尽 力 は

感 謝 の かぎりで すが､ 同 窓 会も貢 献し得 たことに､ 安 堵とともに､ 皆 様 方 には 心より感 謝 申し
上

げ ます。

母 校 は140 年 の歴 史 の中 で､これまで 何 度もさまざまな困 難 や 試 練 に遭 遇してきましたが､ 最

大 のもの は 太 平 洋 戦 争 でした 。戦 後 の 教 育 改 革 により旧 制 甲府 中 学 から新 制 甲 府
第 一 高 校

へと改 編 され､ 新生 日本とともに新 たな出 発をしました。困 難 な時 にこそ､ 人 の真 価が 問 わ
れると

いう意 味 の｢ 疾風 勁 草｣ という成 語 があります が､ 同 窓 会 は甲 府 中学 の 時 代 も､甲府 一 高 にな
っ

てからも､どんな苦 難､ 試 練( コロ ナ禍もそ の 大きな一 つ) の 時 期 におい ても母 校 を強 靭
に支えて

きました。同 窓 生 の 母 校 へ の 熱 い思 い の 根 源力 は何 なのでしょうか 。それ は､甲 府 中 学･ 甲府
一

高 に学 び､ 師と友と出 会い､ 青 春を共 にした絆 に由 来 するもので はない かと､私 は思
います。

この 思いを 強い 力 にして､ 本 会は 母 校 の 最 大 最 強 の 応 援 団 でありたいと願っています。

ｇ 。 召。４μ 。４４４／　 ０３
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令和2 年度会長

若 月　 栄 治

棒 を つ な ぐ

甲 府 第 一 高 等 学 校､ 創 立140 周年 を迎えまし たこと､心よりお祝 い申し上げ ます｡ 同 窓生 の 皆 様

には､日頃ＰＴＡ活 動 にご 理解､ ご協 力を賜り感 謝申し
上げ ます。

2020 年､ 私 たちが かつて 経験したことのない 新 型コロナウィルスとの 戦い の年となりました。その

状 況 下 におい ても､心 強い ご支 援を賜りました。頂 いたプロジェクターや スクリーン､パソコンなどは 、

オンライン授 業 において早 速活 用させ て頂き､学 校生
活 に役 立 たせて頂いております。初 めてのオ

ンラインによる授 業 で､ 不 安 が 多 々ある中､ このように支
えられている環 境に安 堵し､ 前を向いて 進

んで行く活力 にもつながっています 。

まだコロナとの 戦いは 収 束してはおりませんが､10 年 後､20 年 後に 今を振り返った時 に､｢ 私 たち

は､ 戦いを乗り越えることが 出 来 た!あの 時は 頑 張った｣
と思えるよう､新しい 生 活 様式 に柔 軟 に対

応していきたいと思 います 。

学 校行 事 の多くが 縮 小､ 中 止となり､生 徒 の皆 さんはじめ､ 先 生､ 保 護 者 の皆 様も悔しい 思いを

しました。その中で､ 一 高の 大 切な伝 統 行 事 である強 行 遠 足を開 催 することが 出 来たことはとても

感 慨 深い ものでし た。前 年､ 大 型 台 風 により中 止を余 儀なくされ
たことから､なんとか 開 催したいと

先 生 方､ＰＴＡの皆 様､ 同 窓 会の皆 様のご協 力 により開催 に
至りました。新 型コロナウィルスへ の感

染 対 策を万 全 にし､ 男 子43.8km､ 女 子31.0km と県を
またぐことなく行 われ､ 無 事 に次 の代 に棒 を

繋ぐことができました。

｢どんな状 況 の中 でも､できる最 善 策を模索し､実 行していく｣この経 験 は､私 達 の 人生 において、

どんな変 化 にも柔 軟に対 応 できる力 となると信じており
ます 。

そしてその力 が､ この一 高 の未 来を支えることと期 待しております。

最 後 に､ 甲府 第一 高 等 学 校 の 益 々の 発 展と､皆 様 のご 健 勝とご 多 幸を心 よりお祈り申し上 げ

て､祝 辞とさせ て頂きます。
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生徒自治会
第73代会長

長田 大和

0４　　ｆ ｅ 召ｃｇｒＧ 。４ｇ ／

時 代と私たち
県 内 随 一 の伝 統 校､ 甲府 第 一 高 校。その歴 史は遂に､140 周 年を迎えました。

私 は､この140 年という歳 月こそ､ 一 高の 伝 統であり､その懐 の 深さの 象徴 する､一 高 の誇りその

ものだと感じます。そして､そ の一つ 一つ が､ 多くの先 輩 方 の思い
出に 囲まれて創りあげられた本 校

の 大切 な財 産です 。改 めて､この記 念 すべ き記 念 の年 に
籍を置 けたことを喜ばしく思います。

しかしながら令 和2 年､ 創 立140 周 年 の年 に 私 たちは 得が たい 経 験をしました。新 型 コロナウイ

ルス感 染 症 の影 響で､ 学 校 は3月から5月末まで 休 校となり､
当 たり前 のように過ごしてきた日常 生 活

が､ あまりにも簡 単に失 われてしまいました。そ んなこ
とを経 験して､ 初めて｢ 何 気ない 日常 が､ 当 たり

前で はないこと｣｢自ら望 んで やってい たはず の勉 強 や部
活 動 であったこと｣に気 づ き､今 更なから

に友 人や家 族､ 学 校の先 生 方 の存 在の大 きさを痛 感し
ました。

新 入 生 にとっては､ 入 学 式 や庖 援 練 習も行えないまま､高 校生 活が 始まり､困 惑したでしょう。6月

に予 定されていた一 高 祭も見 送りとなり､2･3 年生 は 伝
統 を継 承していくことに不 安を覚えることもあ

りました。そのような状 況 下 でも､9月に礁援 練 習 の代 替 行 事 を
行 えたこと､10月には 県内 の みの縮

小コースとなりましたが､ 強 行 遠足 を実 施していた だけ たことは､
困 難 な状 況下 にある私たちに勇

気 や自信を与 えてくれた､まさに｢希 望 の光｣ を見た思いでした。

私 たちは厳しい 状 況 を乗り越え､ 様 々なことを経 験 することができました。この 経 験 は､ 私たちの

周 囲 の人 々の 支えがあったことや､ 私たちの自身の 思いが､｢ 一 高
生 全 員が 会 員である。｣という精

神 にもとづい て結 実したことで生 み出されたものでしょう。

今､ 私 たちは記 念す べき瞬 間から､新 たなスタート地 点 に立っています 。未知 の 困 難を経 験した

私たちは､ 流 れゆく時 代の 中で､ 決して流されることなく､私た
ち自身で新しい 時代 を創り上 げてい き

ます 。そして､いつ か 進 化･ 深化 を遂 げ た私 たちが 一 高を支
える人材 として､一 高や 在 校 生 の｢ 希

望 の光｣ となれるよう頑張りたいと思います。
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山梨県立甲府第一高等学校

創 立 １ ４ ０ 周 年

記 念 式 典

日　時　 令和2(2020) 年10月22日(木)13:00

会　場　 本校視聴覚室(リモートで各ＨＲ教室に映像中継配信)

次　第　( 司会:教務主任　河西秀章　教諭)

１　開式のことば

２　国歌演奏

３　校長式辞･ 山梨県立甲府第一高等学校　　　 第40代校長　　 小林俊一郎

４　来賓祝辞･ 創立140周年記念事業協賛会　　 会　長　　　　 金丸　信吾

･山梨県立甲府第一高等学校同窓会 第24代会長　　 宮島　雅展

･山梨県立甲府第一高等学校ＰＴＡ 令和２年度会長 若月　栄治

５　来賓紹介･祝電披露

･山梨県立甲府第一高等学校　　　事務長　　　　 久保倉正二

６　生徒自治会会長挨拶

･山梨県立甲府第一高等学校生徒自治会　第73代会長　長田

７

８

9

10

11

事業報告･ 山梨県立甲府第一高等学校

感謝状ならびに記念品贈呈　 本校歴代校長

受賞者代表挨拶　･跡部　　和　氏

校歌演奏

閉式のことば

今から70 年前

教　頭

第36代校長

第37代校長

第38代校長

第39代校長

輿石

跡部

奥田

赤池

堀井

氏

氏

氏

大和

登

和

正直

亨

昭

『創立70 周年記 念誌』には 創立記念式 典の次 第が載っている。
当時 は｢記 念式｣という 名称であっ たよう だが､これによると｢午前 九

時半　生 徒･来賓入 場｣｢午前十時 開式｣｢開会の 辞｣｢君が代 斉唱
Ｈ 学校長 式辞｣｢祝辞｣｢ 校歌斉唱Ｈ 閉式の辞｣､ 続いて表彰式 が執り行

わ れ､｢開式 の辞｣｢ 表彰式並 感謝状 贈呈Ｈ 協賛会長 挨拶
Ｈ 学校長 挨拶｣｢謝 辞(職員 代表･同 窓会代表)｣｢ 閉 式の辞｣｢ 退場｣。式 後には

正 午より音楽室において 祝賀午餐 会､午後二 時より御崎神 社において
慰霊 祭｡そして午後五 時より橘町(現 在の丸の内)ときわにおい

て 祝賀晩餐会が 催さ れた。

驚いたの は記念式 の祝辞 の数と登壇者である。文部 大臣､教育 委員長､ 知事､県 会議長､甲 府市長､ 山梨大 学長､ 高等 学校長代 表､
市

内中 学校長 代表､協賛 会長､ 同窓会 理事長､PTA 会長､ 自治会長と､12
人の来 賓が登壇し､ その後に祝電 披露が行わ れている。

創立140 周年 記念式 典はコロ ナ禍の 影響を 考慮して､当 初予 定
してい た会場をＹＣＣ県 民文 化ホ ール 一大ホ ール から本 校に変 更し

た｡ 感染症 防止対策を 徹底する 中で､招待する 来賓も少 数に限り､本校 視
聴覚室を主 会場として､全 校生徒とは各教 室のパソコンと 単

焦点プ ロジェクター､スクリーン( 創立140 周年記念 寄贈品) を利用
して オンラインで結んだ。

70 年 前の式典と比 べる と､隔世の 感がある が､最も驚い たのが､70
年 前の式典 において12 人 から 祝辞 が述べら れたにもかか わ

ら

ず､式 は午前10 時から2 時 間以内で終わっ たということである。

06　　g む 召。ｇがｅ肖４ｇ／
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山梨県立甲府第一高等学校

創 立 １ ４ ０ 周 年

日

会

講

演

時

場

師

題

講師紹介

花束贈呈

記念 講演
令和2(2020) 年10月22日(木)14:30

本校視聴覚室(リモートで各ＨＲ教室に映像中継配信)

創業330 年甲斐雨端硯本舗　13代目　雨宮弥太郎　氏｢

創造すること、生きること｣

山梨県立甲府第一高等学校　校　　長　　小林俊一郎

山梨県立甲府第一高等学校生徒自治会　　青木　希美

講 師 略 歴

雨 宮 弥 太 郎( あ め み や や たろ う)

昭 和36(1961) 甲 斐 雨 端 硯 本 舗 の13 代 目として山 梨 県 に生 まれる

昭 和54(1979) 山 梨 県 立 甲 府 第 一 高 等 学 校　 卒 業

昭 和60(1985) 東 京 蓼 術 大 学 彫刻 科　 卒業

平 成 元(1989) 東 京 蓼 術 大 学 大 学 院　 修 了( 彫 刻･ 美 術 教 育)

平 成2(1990) 第37 回日本 伝 統 工 芸 展 初 出 品 初 入 選( 以 後, 継 続 出 品)

平 成17(2005) 日本 橋 三 越 本 店 にて個 展(2008 年,2011 年,2014 年 以 後3 年おきに開 催)

平 成18(2006) 第53 回日本 伝 統 工 芸 展 にて 新 人 賞 受 賞　　　　 ；　　　　Ｉ

平 成24(2012) 第52 回 東日本 伝 統工 芸 品 にて日本工 芸 会 賞 受 賞

平 成25(2013) Ｅｘhibitｉｏｎ “Ｃｏｎtｅｍｐｏrａｒｙ ＫＯＧＥＩ Ｓtｙles ｉｎ Ｊａｐａｎ"出 品

(米 国フロリダ州 森 上 博 物 館)　

平 成26(2014) 日本 伝 統 工 芸 展60 回 記 念｢ 工 芸 からＫＯＧＥ
Ｉへ｣ 展 出 品

平 成29(2017) 薬 師 寺「平 成 の至 賓83 選｣ 展

平 成30(2018) 国 民 栄 誉 賞 の 記 念 品 の 硯 箱 内 の 硯 を制 作



F ‾

特 集 Ｉ 創 立１４０周 年 記 念事 業

山梨県立甲府第一高等学校

創立140 周年記念講演

でお話させていただける機会を与えていただける。クラ

スの人気 者でなくても大 丈夫 だよ…という意味では､何

かためになる話かできるのではないかと思います。

高校 時代､ 唯 一自慢できるのは強 行遠足 です。高

校2 年の時､ 図らずも1 位になりました。狙っていたわけ

ではなかった。瞬発力や 運動神 経が良いわけではあ

りませ んでしたが､ 鰍 沢に住んでいたので､ それまで甲

府間を自転 車で何往 復もしていたので体力 はついて

いたのかもしれませ ん。当日､出 発して､ いい
天 気だっ

たので気 持ちよく走っていたら､ 竜王の手前で伴 走し

てくれていた人から｢トップ だよ｣と教えてもらって､ びっ

くりしてしまいました。そうなると､人間､ 欲が出てきてし

まうもので､｢ もしかすると､このまま行けるかもしれない

な｣と思い､ ひたすら歩いて､ 最後は足を引きずりなが

ら何とか1 位で到 着することができました。真 夜中の道

を歩くのは不安でしたが､ 先生方や 保護者 の皆さん、

卒業生 の皆さんに支えられました。そして､この経験は｢

ゴツゴツやってい れば､ 何とかなる｣
という自信になりま

した。

３年の時には､２年の時にトップになったので､ やは

り狙いますよね。当然 周りからも期待されていたので、

内心[2 連覇するぞ壮 思っていました。実 際､ 当日も調

子よく飛ばしていたのですが､ ちょっと予定 が狂うでき

ごとがありました。竜王の手 前くらいで同じトップを狙
う

同級生 グループから｢途中まで一緒に行こう｣と声をか

けられ､そこで一緒に歩き始めたのですが､ それが誤

算だった。僕は何で2 年 生のと徊 訃ップになれたかと

いうと､思いがけず先頭になり､後は必 死に逃げ
きった

からです。私は先 行逃げきり型 たった。しかし､ 先行す

創造すること、

生きること
甲斐雨端硯本舗　13代目

雨 宮 弥 太 郎

(昭和54年卒)

甲 府 一 高の140 周年､ 本当 におめでとうございま

す。只今､ 御紹 介にあずかりました雨宮と申します。各

分野 の指 導 的な立場 におられる来 賓の方 々を前に、

私などが壇上から話をさせていただくことを恐縮 に思

う次第ですが､ 御容赦いただきまして､ 話をさせていた

だきたいと思います。

甲 府一高も140 周年ということです が､ 私の家も330

年という歴 史で雨畑 硯 の制 作に携 わっています。伝

統の重みというか､ 伝統に助けられて､ 私かここにいる

のも､私自身も努力しているつもりではいますが､ 先 祖

の積 み上げ てくれた歴 史があって､ここに呼 んでいた

だける要因になっていると思います。

一昔 前は硯も一大 産業 でした。夢 の職業として硯 職

人を挙げる子がいたほどでした。しかしながら身近な実

用品ではなくなり､産業として成 立させるのが難しい時

代になっています。これから､こういった伝 統文化をどの

ように発 展させて､ 次代 に引き継いでいくかは私にとっ

ても大きな宿題だと感じています。今 回は硯に対して、

どういう価値観を新たに創 造していくのか…という観点

からお話をさせていただきたいと思います。

ところで 私の一 高 時 代､ 卒業したのは昭 和54 年

で､ 当時は古い校 舎でした。久しぶりに訪 ねてきても、

当時の校 舎は一つもないという状況ですが､ たたずま

い は変 わらないもので､ 一 高 の伝 統を感じるとともに｢

帰ってきたな｣と実感します。

一 高時代 の思い出を語 れれば良いのですが､ 人と

コミュニケーションをとるのが苦手な方だったので､素晴

らしい青春 の思い出というのは語れません。でも､逆に

そういった者でも､自分の道を進むことによって､この場

0８　　ｇｅ 召ｃ４μｅ４４４／
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べき時に仲 間と行動を共にしたことで､ 後半に強い仲

間について行くことができなかった。それでも7着 で

ゴールできたのは幸でしたが､ 一 緒に歩こうと言われ

た時に自分のペースを知っていたら､｢ 俺 は先に行く｣

というべきだったかもしれない。でも､あの状 況でなかな

か言えなかった。どちらが 良いとは言えませんが､ 何を

目的にするかで変 わるかなと思います。私に､ 何 か何

でも2 連覇してやるという強い意志があれば､｢ 先に行

く｣と言ったかもしれませ ん。でも､そこまで強い 意志も

なく､仲 間と一緒 に行くことになった。仲 間との絆を深

めることも強行遠足 の大事 な要素だと思うので､どちら

が正解とは言えません。ただ､あのときにどういう選択

をすべきだったかは未だに考えることがある。賞をかけ

るか仲 間との絆を大切にするかを､強行遠足 は考えさ

せてくれる機会でした。そんなことを気にするのは小さ

い人 間のように思われるかもしれないので話をすること

を躊躇しましたが､ 自分にとってはすごく学んだところ

だったので話しました。自分をどう見る…､ 仲 間との関

係は…目標はどこに立てるのか。それからも時々思い

返すことで成長することができたと思います。

なぜ家業を継いだのか､ 度々､ 問われることがありま

す。まず､ 子ども時代から､物を作って遊ぶ事 が大 好き

だった事が挙げられると思います。山の木や竹で何かを

作ることが遊びに直結していた事が影響していると思

います。その上で｢ 芸術に対する憧 れ｣の気持ちが大き

く､その憧れに近づきたいという思いがあって大学 に進

学。今に続くと感じています。そのことについて､どのよう

に成長してきたのか紹介したいと思います。

私が美術 の方面に進むことを決 意したのは､ 高 校

の文理選択のときでした。父も芸大だったので美術 方

面を意識して勉 強するようになりました。でも､振り返っ

てみると､高校 の時にデッサンの練 習を始め､ 大学 に

入り､彫刻 の基 礎を学 んで芸術をずっと追求してきた

つもりだったのに｢ 芸 術とは何 か｣ 全くわかっていな

かった。そのことを今すごく感じます。

今 回､各 学年1 クラスずつアンケートをしてもらいまし

た。アンケートの質問 項目は､｢ 芸術と聞いて､ 真っ先

に連想することは何か?｣｢ なぜそれを芸 術と思うか?｣｢

芸術 は役に立つと思うか､ それはなぜか?｣ という3つ

で､これに対して直感で答えてもらいました。

芸術について､ 私か当たり前の常識だと感じている事

が､ 実は他の 人にはそうではない汀 印象 派｣も知って

いて当然と思ってしまうのですが､そうでない人はたくさ

んいます。知らない人に対して､ 当たり前だと思って話

すと全く伝 わらない。そこで､生 徒の皆さんはどのように
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いろいろな回答がありました。最初の質問に対して　　　　　１

は｢絵画､ 彫刻､ 音楽…｣ などの芸術 一般のジャンルを

挙げる大が多 かった。そのような中で｢ 一般 人が理解

できないもの｣｢ 自由なもの｣ などの面白い回答もありま

した。固有名 詞を挙げた大もいて､ピカソと芸術を結び

付けて回答された大も多くいました。スペイン内 戦の時

にゲルニカが爆 撃されて､ その報を聞いてピカソが描

き上げた｢ゲルニカ｣という巨大な作 品があります。見え

たものを忠 実 に写して描く大にとっては､ 決して写 実

的ではない。これはピカソが自由な感性を発 展させた

結果ですけど､自由に発 展させた結果が｢ 理解できな

い｣という感 想になる。でもピカソは､ 最初 から｢ゲルニ

カ｣のような絵を描いていたわけではなく､最 初は写実

的な絵を描き､次 第に自由な実験を重 ねるうちに変っ

たアプローチの作 品になっていったんです。どうしてこ

うなっていったのか。それはピカソが､ 自由に表現を追

求していった結 果でした。では､これがどうして価 値あ

るものになるのか。

よく芸術 家は変 人だという評 価がありますが､ 物 事

を自由に見るということを探 究していくと､他の大と違っ

た視 点で物 が見えてくる。例えば科学 の世界でガリレ

オ･ガリレイはどうでしょう。自分で改良した望 遠鏡で宇

宙を観察することによって､いろいろな発 見をしてコペ

ルニクスが唱えた地 動説を更に進めましたが､これが

異端 だと思 われる。｢地 球が動かない｣ことが当たり前

だった当時､｢ 地 球が動く｣などと言うことはお かしなこ

と。でも､ガリレオは自由な観 察を追 求していくことに

よって､ 他 の大とは違うことが 見えるようになっていっ

た。そこにピカソとの類 似性があると思います。一つの

物事をとことん追求する中で､いろいろなものの見 方を

していくと他の大と違う見え方をするようになる。それが

大 切なのです 。新しい視点 でものを見て考え行動 す

る丿 変人｣と言 われる所以 です。

アンケートの２問目､｢ なぜ､ それを芸 術と思うか｣ と

いう質問 に対して､｢ それが人の心を感 動させるもの｣

という意見 の一 方で､｢ 価値 が理解しがたい｣｢ 日常の

ことでは言い表せないこと｣という意見もあった。ある意

味､ 分 からない。その｢ わからないもの｣ に対して､ どう

やって向 かっていくのか…これが芸 術にとって大 切な

ことだと思います。回答 の中に岡本太郎を挙げる大も

いました。｢芸術 は爆発だ｣ は1980 年 代に岡本 太郎 が

出演したコマーシャルで有 名 になったフレーズです

が､ それがまだ高 校生 にも知られているということは、

すごいインパクトがあった言 葉だと感じます 。ただ､ す
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ごくシンプルでわかり易い のだけれど､ 危ない 言葉 で

す 。それ故に誤 解を与 えている。この言 葉 からは､ 何

にもとらわれずにメチャクチヤなことをやれば､ 斬 新で

新しいことができるというイメージがありますが､ それは

違います。岡 本太 郎の作 品と云えば､ 日本 万 国博 覧

会の太陽の塔などがあるが､ 岡本太郎 の作 品が本当

にメチャクチヤをやった結果 だったのかというと違うの

です。

例 えば､ メチャクチヤにいろいろな色で描いてみる

と､一枚目は充実 感があると思います。ただ､ それを何

回も繰り返していくと､表 現が 変わっても全て同じだと

いうことにやがて気 づくと思うのです。人間の体 の動

かし方はある程 度決まっています。関 節があって､ 動

かし方には習慣もある。メチャクチヤにやっても習慣か

ら逃 れることはできない。メチャクチヤにやっても､実は

中身は同じで､ すぐに面白くなくなってしまう。結局､ メ

チャクチヤは何も新しいものを生 み出さない。要する

に､ メチャクチ ヤにしているつもりでも習慣や言 葉､ 文

化 の規範にとらわれている。本当に｢ 表現 する止 いう

ことは､ 新しい 発見を伴うものです。違うものを作り出す

こと丿 新しい表 現をつくる｣ためには､ 習慣や思い込 み

から外 へ出るための方 法が必 要になる。それを見つ

け 出 すことが 一 番 大 事 なこ とな の で す 。

私 は､ 硯 とい うよりは 彫 刻 の ような デ ザ イン の 作 品 を

つ くっ て い ます が､ まず｢ こ ん な 作 品 にし た い 恍 い うイ

メージ が あ る 。そ れ を 実 現 で きる 原 石 を 探 し てくる 。原

石 は 天 然 の もの だ か ら自 分 の 思 い 通 りに はならない 。ど

うし たら イメージ に 近 づ け ることが 出 来 る か と試 行 錯 誤

す る 。だ ん だ ん 原 石 の 中 に 自 分 の イメー ジを 見 つ け て

いく。集 中し て い る 時 間 は 頭 で 考 え て い る ように は 感 じ

られ ない 。勝 手 に 手 加 動 くという感 じ で す 。そ ん な 中 で

天 か ら何 か が 降 りてくるという瞬 間 が あ る 。どうし てそ の

ような ことが 起 こる か とい うと､ 絶 え ず 絶 え ず､ 培 っ て き

たもの が 体 にし み 込 ん で い る。考 え なくて も判 断 で きる

ような 感 覚 が 備 わっ てくる 。そ のようなときに 自 分 で も思

い もつ か な い もの が … 本 当 に 天 か ら 降りてくるとし か 言

い ようが な い の で す が､ 作 品 の 中 に 加 わっ てくる 。僕 と

し て は､｢ 制 作 す る 止 いうこと はそ の 瞬 間 を 捕 まえ るこ

とだ と 考 え て い ます 。決 め ら れ た ように 設 計 図 を 書 い

て､ こうい うように つくって い く‥･ということで は なく､イメー

ジを 追 求 す る中 で､ 素 材 という自 然 と自 分 とが 一 体 とな

り､い わ ば 自 分 を 超 え た もの が 降 りて きて､ 作 品 の 重 要

な 要 素 となって い く。スポ ー ツでもイメージトレ ーニ ングを

し な が ら 基 本 動 作 をくり返 す 練 習 を 行 なうか と 思 い ま
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す 。これ は 体 に 覚 え 込 ませ るということだと思 い ます 。そ

れ が プレ ーをして い るときに 活 きる。ベ ストプ レ ーをす ると

きは､ お そ らく考 え るより先 に 体 が 動 い て い る の だと 思

う。い ちい ち考 えて い たら､ 瞬 間 のプ レ ー に は 間 に 合 わ

ない で す よね 。そうい うこ とが 出 来 る まで､ 練 習 で 体 に

覚 え 込 ませ て いくで しょう。実 は 大 学 時 代､ ラ グビ ー 部

で した 。入 学 す るときに 悪 い 先 輩 に 強 引 に 引 き込 まれ

て 弱 小 チ ー ムで ラグビ ー をして い まし た 。お か げ で 人 前

で も話 せ るように なっ た の で す が､ 日 々 の シンプ ル な 練

習 の 中 で､ い い プ レ ー が で きる 瞬 間 は 何 か が 降りて き

て できるってことが 確 か にあ ると思 う。｢考 え なくてもで き

る｣ という瞬 間 で す 。

先 程､ 宮 島 同 窓 会 会 長 か ら『 読 書 力 』という本 の 紹

介 もありまし た が､ 読 書 す る ことで 知 識 の 基 礎 体 力 が

つ い て､ い ざ とい うときに 役 に 立 つ ように なる … とい うの

も同じ でしょう。

中 学 校 で 話 をさせ て い た だ い た 際 に｢ ペ ストプ レ イ

が でる 時 は 頭 で 考 える より先 に 身 体 が 勣 くよね｣ と話 し

たところ､ 近 くに い た 先 生 が｢ ちゃん と考 え て い るよね 。｣

と 近くの 生 徒 に つ ぶ や い て い る の が 耳 に 入 りまし た 。

『きち んと考 え るか らい い 結 果 が 生 まれ る 』 当 然 で す 。

確 か に そ の 通 りで す 。しか し､ そ の 上 で､ 頭 で 考 える 以

山梨11,りy 叩府第 一高等学 校創lyl,10川年,記念誌

上 の結 果を得るためにできることがあるということなの

だと思います。

意 識されなくても｢考えない｣ ですむ事 があるおか

け で､より深く考える事 ができます。例えば椅 子に座る

ときに｢ 椅子とは何 だ。目の前の物 体は本当に腰をお

ろす 道 具なのか｣ と検討 することはしません。椅 子に

思 考をめぐらせることがないからこそスムーズに座る

ことができる。思 考のショートカットを行なうことでより高

次の思 考ができる。しかし､その｢ 考えない領域｣ も時

代や場 所 によって変 わる。同じものでも担う意味 が変

化します。

その硬直した思い込みに疑 問を持ち新しい視点 で

見つめなおすことが 芸゙ 術。の役割りでもあるのです。

さて､誰もが認める名画はなぜ 名画なのか､ なぜ 名

著 は名著とよばれるのか､ 全ての人が同じものを全く

同じように見ているわけではありません。ものの見方は

人によって全く異なっています。極論を言ってしまえば、

皆､ 見たいものを観ている謡売みたいものを読んでい

る。一 枚の素晴らしい絵も､その絵が 与えてくれるもの

はその 人のレベルにあったものしか与えてくれない。差

別的な言い 方に聞こえたら失 礼だが､10 価 値あるも

のも2 のものしか 見えない 人には2 しか 見えない。経験

を積み､ 物 を観る目を積 んで､ 知 的 能力が 挙がってく

ると3 のもの､4 のものが見えてくる。私はそう思います。

縄 験を積むと､より深いものが見えてくる。だから､名

著といわれるものは何 回読んでも面白い。20歳に読ん

でも､30･40 歳になっても､絶えず新しい 発見 があり、

新しいものを与えてくれる。いくら自分 の見る目や価値

観が上がっても更に与えてくれるものがある。

名㈲や名著 は永い時 間をかけて選ばれてきた。優

れたものにふれるにはそれにふさわしい感受 性を得る

必 要がある。気に入ったら何回も手にしてみる。飽きて

しまうものは､ それだけのもの。何回 読んでも何 回観て

も更に素晴らしい。それが古典であり､名品です。

新しい視点で表現されるのが｢ 芸 術｣ ならそれはあ

たりまえの言 語表 現では表 わすことができませ ん。そ

の表現を受けとめるためには､たえず自分白身を高め

ていくことが大切です。そして新たな視点 で見る世 界

は大きな知 的喜びを与えてくれるはずです。

私は長い問､ 芸 術は自分の外にあって､ 修練するこ

とによって近づ いていくもの…と思っていました。しか

し､ 実 は｢ 芸術 は自分の中｣ にある。そのことに気づ か

せてくれたのは､ アメリカの作 曲家､ ジョン･ゲージの4

分33 秒という作品 でした。この作品はピアノの前で演

奏者 が4 分33 秒の問､ 何もしない。という曲です。この

r Ｊ ごぐぱごどぐ心 回付／　 １１
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作 品を知ってから｢コンサート会場で何も演 奏されな

かったことに何の意味 があるのか｣[ そこに音 楽 はな

かったのか] …と､いろいろ考えました。その会場には

風 の音 だったり､鳥 の音 だったり､車 の音だったり､座

席のきしむ音だったり､ざわめきだったり､…何も演奏さ

れなくても音 はあった。私の関 心は､｢ 音 はどこから音

楽になるか｣ということでした。楽 器を演 奏したり､歌を

歌うことによって音楽が 生まれる以前に｢ 音にどのよう

に向き合うのか｣ によって音楽は生まれるのです。

風 や波の音も美しいと思えば､ それは音楽になる。

美術も同じで｢ 自分 が世 界にどう向き合うのか｣ によっ

て[ 芸術] が生まれるのではないでしょうか。

芸術 は外にあって追いかけるものではなく､｢自分の

中の世 界を見る目を育てあげることjにこそあるのだと

思います。その上で芸術 作 品を創 作する意味を考え

ると､見る大に働きかけて､創造性を刺激して気づか
せ

てあげることが作品にとって大切なことだと思うのです。

その気づきが 私にとっては画期 的なことでした丿 全

ての 大は芸 術 家 である｣と多くの 人が言っています

が､これは､ 絵を描い たり音 楽を奏でたり､詩を書いた

りしなくてはいけないということではなく､全ての 人の中

の創 造性 に関することだと思います。人間には創 造性

がある。

作品を制 作する行 為は､いってみれば､ ひとつの｢ 労

働｣ です。1つの行為のくり返しの中に創造性が 降りて

くるということは､ 何も芸 術作 品に限らず､ 日常 の労 働

の中でも生じることです。1つの仕事を追求する中に
新

しい 発見があり創造性 が生まれる。ひとりひとりの人々

の創造性 が発揮される社 会は豊かな社会につながっ

て行くでしょう。

ヨーゼフ･ボイスという作家 は､自分の作 品によって

人々を触発し､ 人々が創造的となり､豊かな社 会をつく

り出して行く過程を｢社 会を彫刻する｣と表現しました。

芸術とも呼ばれる｢創 造性｣ は実はすべての皆さん

の中にある。これからの新しい 社 会の変 化に柔 軟
な

新 たな視点で向き合って欲しい。これからの時代をつ

くるのは若い 皆さんです。自分 の内 なる創 造 性を育

て､ 発揮して豊かな社 会を築いていただきたいと思い

ます。

硯は墨をするだけではなく､気持ちを落ち着け､ 創造

性を花開かせるための道具だと､私は思っています。私

は､ 硯で皆さんの創 造性を剌激して､日本の文化に陰

ながら貢 献したいという使 命感を持っています。皆さん

も自分 の核となる価値観を見つけて､とことん取り組む

ことで日本の未来をつくってもらいたいと思います。

御清聴ありがとうございました。

山梨県立甲府第一高等学校創立140周年

記念事業寄贈品紹介
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平成23(2011) 年３月11日　14時46 分18秒

東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 が 発 生し､ 最 大 遡 上 高40.1m

に及ぶ巨 大な津波 が東 北 地方 から関 東地 方

の太平 洋沿岸 部を襲い､ 各地に壊滅 的な被 害をもた

らした。

この日､県 内の公立 高等学校 では11 時に高校 入試

合格 発表を行い､ その後に受 検生 の開示 請求に応え

た。大きな揺 れを感じたのは､ おそらく各 校で､ 合格 発

表に関係する様々な業 務を終えて､ ようやく職員 室で

一息を入 れたころだったのではないだろうか。その後 、

テレビを通じて､ 我々の目に飛 び込 んできた光景は､ 今

でも脳 裏に焼き付いている。

令和2 年 度 在校生 にとっては､ 小 学校 低学 年や幼

稚園年長組に在籍していたころだろう。

この年の夏､インターハイは青森県と岩手県で開催

され､本校からは男子テニス部､アーチェリー部､柔道

部が出場した。試合を終えた男子テニス部16 名と新

聞部5 名､女子生徒2 名は､創立130 周年記 念事業｢

日新基金｣の支援を得て､宮城県南三陸町で被災

地救援活動に携わった。

また10月に校内で開催された｢甲府第一美術館｣で

は､現代美術家の浅川洋氏によって､福島原発に関

連した作品｢大型インスタレーション｣が発表された。

直 後に起こった福島 第一 原子力 発 電所 事故に端

を発して､ 計画 停電が行 われたことを覚えているだろう

か。各 家庭､ 山の手通りや武田通り､各所の自動 販売

機の照明が消えた光景は､まさに非常事態だった。

大型インスタレーション

ｇ 。 召白ｆど＆ ４４４／　 １３
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特 集 Ｈ こ の １ Ｏ 年

伝統の｢強行遠足｣ を繋ぐ‥・

本校の 伝統 行 事である強 行 遠足 は、平 成24　　
て中止され､創立140 周年を迎えた令和2 年には新

型(2012)

年以来2 年をかけて､男女の最終到達地点を　　
コロナウイルス感染症拡大を受けて､感染症防止対策

－　●　　-　　-11　ごぶl-1-I J、
それぞれ｢小諸｣｢ 小海｣に戻した。それぞれのコースを　　 に万全を期す中で県内一日コースとして実施

した。

復活させるについては､ 生徒 や教 職員の思いはもちろ

ん､ 関係各所 や同窓会の理解と協力なくしては
実 現し

えなかったと感じる。この場を借りて深 甚の謝意をお
伝

えしたいところである。

第93 回大会は､ 令和 元年に台風19 号の直撃によっ

強行遠足・最近10年の記録

大正13(1924) 年の第1 回以 来90 回を越える伝統を

有し､ 本 校に学 んだ者が卒 業 後も自らの支
えとしてい

る､この強行 遠足は今 後も長く後輩に経 験
してもらいた

いと願う。本 校では保護者の皆さんや
同窓 会の協力を

得て､この稀有な行事を大 切に時代へ｢ 繋｣ぎたい。

-

平成23(2011)年

平成24(2012)年

平成25(2013)年

平成28(2016)年

令和元(2019)年

令和2(2020) 年

第85回

第86回

第87回

第90回

第93 回

男子(学校一小海74.8㎞)､女子(須玉一野辺山30.0㎞)

女子コースを高根一小海(43.2km)に変更(女子小海復活)

男子コースを学校一小諸(105.7㎞)に変更(男子小諸復活)

男子最終到達地点を小諸市保健センターから懐古園に変更

台風19号の直撃により中止

新型コロナウイルス感染症拡大を受けて県内一日コースで実施

激働の辞 前甲府中學校長　江口俊博

本日は記念日にておめでたう存じます。(中略) 人間は
随分ツムジ曲りでヤレば出来ることは打捨てゝ

容易に出

来そうにない事に無駄骨を折って居る傾向が仲々ありま
す。(中略)私か甲府中學校に赴任したのは大正

一二年

即ち関東大震災の時でした。電車や何かに
乗り慣れて居た東京人士が突然足を奪はれてドノ

位迷惑したかの賞

状を聞か亡れた私は歩くことの必要を一入痛感したの
です。(中略)歩けば歩く程に粘り気が出てくるのを感じ

っゝ

あった際のこと故大震災の此話を聞いたとき､
一入歩く教育をして置く必要を感じ先生方の御同

意を得て強行遠

足を実施した次第です｡(中略) 歩く程平凡な事はない。
誰だって出来る｡従て蓼営をやった感じがしない。

多くの

人はドウモ蓼営がしたい｡人目に立つことがして見たい｡
併し唇営が手に入るのは容易のこと

ではない。従て誰に

もと云ふわけには行き兼る。それを多くの人が
蓼営を心掛けては物にならずに無駄骨を折り苦む｡｢

小人は人目に

立つべき大善ならばせんと思ひて小善を目にもか
けず､君子 は小善を積んで徳を為す。徳は美の

淵源なり｡徳あれ

ば無心にして美限りなし｣という蕃山先生の
名句に鼓舞されて､壮年時に横超した私は雀百ま

で踊り忘れず､雄大

高遠の論理よりも目前身近の始末を忽にしない行き
方に曳きっけられた。(後略)。

(原文ママ)

二
　

　

これは『強行 遠足 二 十周 年 記念 誌jに寄 せられた､この
行事 の創 設者である江口 俊博 先 生の 言葉である。こ

こに強 行遠足 の 意味が 大

切 に表現されている。

１４　　 ｇ に 召ｆ４が ｅ４ ４４．／
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各地到 着者 数の記録( 男 子)

韮　 崎

中　 田

須　 玉

高　 根

若　 林

大　 泉

ま き ば

清　 里

野 辺 山

海 ノ ロ

小　 海

佐 久 穂

臼　 田

中　 込

岩 村 田

三　 岡

小　 諸=

㎜㎜㎜-==-- ㎜

在籍者数(人)　

到達率(％)

総走行距離(km)
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高　 根

若　 林

大　 泉

ま き ぱ

清　 里

野 辺 山

海 ノ ロ

小　 海
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学校出発
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特 集 Ｈ こ の １ Ｏ 年

創立130周年記念事業｢日新基金｣の活動

平成22(2010) 年に創立130周年を迎えた本校で　　対して同窓会から総額100万円の活動資金を給付す

は､同窓会の厚意により｢日新基金｣を開設した。これ　　るものである。

は､個性的で創造性に富み､卓越した指導力を持つ　　　平成23(2011) 年から10年間の活動の軌跡は､次

生徒の育成を目的として､自主的に企画された活動に　　のとおりである。

-

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

令 和元 年 度

令和2 年度

IMF 一世 界 銀 行 視 察( ア メ リ カ 合 衆 国)

が ん ば ろ う ニ ッ ポ ン ！ テ ニ ス 部 プ ロ ジ ェ ク ト( 岩 手 県･ 福 島 県)

一 高 バ イ オ サ イ エ ン ス レ ク チ ヤ ー

歌 の 架 け 橋( ア メ リ カ 合 衆 国)

は じ め ま し て　 先 輩 以 東 京 都)

=====J 皿-㎜㎜㎜-W-====== ㎜㎜㎜㎜㎜㎜-=-=====- 皿=-㎜㎜--======== ㎜㎜㎜㎜-===========- ㎜--=========

― 高 の 歴 史 を 綴 る ～[ 甲 府 ― 高 新 聞] 縮 刷 版 の 制 作 ～

旅する一美～ 上海ア ート 研修～(上海)

茶道の心を 巡る( 京都府)

＜該当 者なし ＞

ROAD TO TOKY02020 PROJECT( 卜う イアスロ ン大会各所)=======

■遍■■---¶======■一遍
笑顔と 元気を届けよう( 熊本県)
㎜㎜-=-======- ふ=皿㎜㎜㎜-======= 皿-㎜㎜㎜㎜㎜========== 皿-㎜-========== ㎜㎜㎜-==Mission O

～Objecli ｖｅ ～( 愛 知 県 他)

外 国 語 で 地 域 活 性 化 を 目 指 せ( 台 湾)

気 づ き. 学 ぼ う､ 平 和 な 日 常 の す ば ら し さ( 広 島 県)

〈 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 を 受 け て 見 送 り ＞

なお､創立140 周年記念事業によって｢日新基金｣の継続が決定されている。

H28 日新基金

R1 日新基金

有 志

テ ニ ス 部

理 系 有 志

ア･ カ ペ ラ 部

有 志

■■■======a=& ■■■¶
新 聞 部

美 術 部

茶 道 部

個 人

i- ㎜-==========- ㎜

生 徒 自 治 会

一 一一 一 一 一 一--- 一 一 一 一一 一

家 庭 ク ラ ブ

探究科

有志

‾” へ
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山 梨り,りI･l甲 府 第 ｊ,･jS:学 校創,yHOj,･J 年 記 念誌

制服にみる｢不易と流行｣

,｡｡,th

平成28 年度より本校では､制服のオプションとして、　　有名なクラーク博士( 羊ケ丘のクラーク博十像のシル

男女ともにポロシャツと女子のセーターを導天した。導　　 エット)が刺繍されている。

入から5年が経過した今､夏には男女ともにほぼ令貝　　　 女子のセーターは､紺地に赤いラインが天ったデザ

がポロシャツを着用している。ポロシャツの左胸には、　　インで､冬の制服によく似合う。

本校の校是の一つである｢Ｂｏys be Ambitio ｕ寸｣で

一 高 Ｂ Ｒ Ａ Ｎ Ｄ

制服は本校のブランドの一つだと感じる。

昭和25(1950) 年に､県下でいち早く男女共学が実施亡れた際､本校女子の制服をデザインしたのが当時､ 本

校家庭科教諭として着任した川久保欽子先生であっ九と才れているO川久保先生は､構想する制服のイメージを、

本校美術教諭で著名な芸術家でもあった須藤膜先生に作画してもらい､数か月を経てデザインを決定していった。

背中がＶにか外 才れた太い吊は､肩からずれ落ちにくい。

蝶ネクタイは､棒ネクタイのように前に垂れて邪魔にならない。

スカートには、当時としては珍しいプリーツ(奘､ひだ)を施した｡中央から両方向に折り目が付いているボックス

プリーツ(箱装)とよばれるもので､当時､これを｢追っかけ奘｣とよんだらしい。

この｢追っかけ裳｣を採用したことについては､前にいる人を｢追っかける｣ことで皆が良くなっていくことを願った

という制作者の意図があったのだとか…O

制服に込められた意味を知って､これも本校のブランドだと､思いを新たにしてほしい。

因みに､制服について様々な意見も耳にするが､そのうちの一つに[リボンが小亡い]という声｡しかし､本校の場

合は､リボンではなく｢蝶ネクタイ｣。｢蝶ネクタイ｣なので犬さいはずかおりませんO

Ｘ

Ｉ フ
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Ｌ の １ ０ 年

英語科から探究科へ‥・

本校では平 成2 年 度に｢ 英 語科｣ を開 設し､ 四半世　　 卒業を見送った探究 科1 期生が平 成31 年3 月に本校

紀 の歴 史を紡 いで､ 平 成28 年 度には｢ 英 語 科｣ の募　　 を巣立っていった。

集 停止に伴い､ 新たに｢探 究科｣ を設置した。　　　　　　　 ＳＧＨ事業 の 指定 が 終了した直 後の 平 成31 年 度

探 究科 は､ 英 語科で培った英 語 教育 の経験をもっ　( 令和元 年 度)､ 本校はＳＧＨ後継事業にあたる｢ 地域

て､ 探 究活動を通じて｢グローバル人材｣ を育 成するこ　　 との協働による高等 学校 教
育 改 革推進 事業｣ におい

とを目的としている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 て地域 魅力型 のアソシ
ェイト校となり､令和2 年 度から

おりしも学 科改 編の時 期であった平 成26 年 度から5　　3 年 間を目途に､ 同事業 のグローカル型で正式な指定

年 間､ 本校 は文部科 学 省のスーパー･グローバル･ 八　　 を受けた。

イスタール(ＳＧＨ) 事業 の指定を受けた。この間､ 英 語　　　｢ やまなし創世に資するグローカル人材 の育成｣ を旗

科は開設25 年 間の歴 史に幕を閉じ､ 平 成30 年3 月に　　 印 に､ 地 域 課題から広く日本､ そ
して世 界に対する広

最後 の卒 業生を送り出した。そして､ 英語 科25 期生 の　　 い視 野を持った若者が本校から
育っていく。

-

英語科25 期生

英語科での3 年間は非常に中身の濃い､充実し几時間でした｡もちろん､英語に触れる機会 はたく亡んありました

が､私か学んだことは決してそれだけではありません｡自分の個性を生かし､個
人としても集団としても成長できる

場所､ それが英語科であったと私は思います｡もう英語科の後輩ができないのは少し寂しい
ですが､探究科の後輩

たちが伝統を受け継ぎ､より良いものにしていってくれることを願っています。

最後になりましたが､この3年 間を共にした仲間や先生方､お世話になった方々､そして25 年間にわたり英語科

のバトンを受け継いできてくださった先輩の皆さんに感謝と敬意を持ち､甲府一高英語
科の名に恥じぬよう､これ

からも精進致します。

1 ８　　 ｇ ｇ 召６４ｒど・４ ４４ ／
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部活動の10年

｢文化の香りがする懐の深い進学校｣を自負する本校では､課外活動が盛んに行われ､その成果も目覚ましし

その一つ一つを紹介しきれないが､この10年間に全国大会に名乗りを上げた各部の紹介をしたい。

j

Ｓ
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体 育局

全国高等学校体育大会(インターハイ)出場

男子テニス部、柔道部、アーチェリー部、水泳部、スケート部、山岳部、

弓道部、空手部

平成23年　 第66回国民体育大会(山口県)出場

少年女子アーチェリー団体25年ぶりの優勝(本校生徒１名　永田)

文 化 部

全国高等学校総合文化祭出場

美術部、新聞部、文学部、ア･ カペラ部、放送部、弦楽部、筝曲部、

書道部、囲碁将棋部、唐援團吹奏 楽部
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特 集 Ｈ こ の １０ 年

100 年目の感染症騒動

2019 年12 月に中華 人民 共和 国湖北 省武漢市 で初　　 入ったものの､ 終業 式･ 離任式は時 間短縮等に配慮し

めて検 出された新型 感染 症 は､ その後､ 世 界各 地に　　 ながら実 施しか。しかし､ その後､ ４月に入って全国的

広がり､未だに終息する気 配を見せない。　　　　　　　 に緊急 事態 宣 言が 発令されるに至り､令 和２年 度 入

当初､ 新型 肺炎とい われていた新型コロナウイルス　　 学 生は入 学式も行 われず､ 入学 当初に行う様 々な行

感染症は､日本で令和2 年1 月15 日に初めて感染 者が　　 事も棚上げされた状 態で新 年度を迎えた。

確認されて以 来､ 令和3 年2 月12 日現在 で409,564 人　　　 新入生 に関する行事だけではない。6月の一高 祭、

が罹患し､6,772 人が亡くなっている。　　　　　　　　　　 今年 度に本校を会場として開催する予 定であった｢ 日

令和2 年2 月下旬に安 倍晋三内閣総理大 臣( 当時)　 本生 活 科･ 総 合的 学習 教育 学 会全 国大 会･ 山 梨大

が､ 全 国の学 校に対して臨時休 校を要 請したことを受　　 会｣ は11 月にリモート開催になった。

け､ 山梨 県でも3月３日から臨時 休校措置がとられた。　　　　 一日も早く､日常生活が戻ってくることを期待したい。

本校においては､3 月３日午後から臨時 休校 措置に

ス ペ イ ン 風 邪

今を遡ること100 年前にも全世界に被害を与えた｢スペイン風邪｣という感染症があった。これは､い わゆるイン

フルエンザであるが､全世界で約6 億人が罹患し､2000 ～4000 万人が死亡したといわれている。日本においても

大きな被害があり､『流行性感冒』(内務省)によると1918 年から1920 年の間に３度にわたる大流行期があり､全

国で約2380 万人が罹患し､そのうちの約38 万人が亡くなった。山梨県においては､27 万人余りが罹患して､5135

人が死亡している。県内の罹患者については､当時の山梨県人口から考えると半数近くの人々が罹患したことに

なり､このときの被害の大きさがわかる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＝
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特集Ⅲ

一 高 の 至 宝

校　　 章

｢ 桜花｣ から｢ ヤマナシ｣へ

心

本校 の校章には､いくつか の変遷 がある。古くは帽

章として明 治20(1887) 年に｢ 徽｣ の文字を用いたとい

う記 録があるが､ その後､ 明治24(1891) 年には桜 花

の中心 に｢ 中｣ の 文字を入 れた校 章になったようであ

る。桜花をかたどった校章にも多少 の変 遷があるようだ

が､明 治39(1906) 年の校 旗樹立 式までに写真に示し

た形の校章となった。

その後､ 新 制高校における校章募 集に際して､ 当時

の在学 生 であった輿 水 進氏( 昭和25 年 卒) が､｢ 桜

花｣ につきまとっていた予 科 練や狭 い 国 家主 義 のイ

2 ゙  尹?讐讐 吻紳尚

メージを払拭し､ 荒れ果てた日本を何とかしなければな

らないとの思いから､現在の校章の図案を作成した。

現在の校章は､｢ 桜花｣ のイメージを残して､桜と同じ

バラ科の､ 花の咲く木として｢ヤマナシ｣ の別 名をもつオ

オズミを意匠として用いた。この葉を十字に重 ねて､ 中

心に｢ 高｣ の字を置いたことについては､｢ 占領軍による

教育改 革が進む中で､ キリスト教の博愛 主義に共 感し

たところから十字 架のイメージを葉 の組合せに活かし

た。｣とされている。

2７ｅ ６ ．ｇどど。。 ４４ ／　 ２１
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特 集 ｍ　 一 高 の 至 宝

校 歌 に

山梨餌立甲府中學校　校歌

　
作詞:三井 甲之

作曲:東京高等音楽學院

１ 我等 は日本 に生 まれたり

神 の御代 より一系 の

皇 統 戴く我 國に

生まれしことのうれしさよ

皇 國の柴 えは天 地 に

共 に窮りなかるべし

2｡ 大和島根に山めぐる

甲斐の國あり水清き　

郷土の歴史顧みよ

我等の努め軽からず

見よや南に富士ヶ嶺は

皇國の饌めと聳えたり

3｡ 大海原の揺りやまぬ

波をも風をも凌ぎつつ

護れ皇國を諸共に

國民學りて國のため

僥まず萎縮まず肺易がず

進むぞ大和ごころなる

み る 思 い

Ｆ°-

F ≒゙ぞ べ ，

山梨県立甲府第一高等学校　校歌

作詞:上条　馨

作曲:小松　清

１

甲斐の國 み中に建ちて

古へゆ 雄心つたへ

新しき 世の鑑とし

勉めてむ この學びやに

2｡ 日に新た また日に新た

いや高き のぞみをもちて

屏なる 理きはめ

勣みなむ 若人われら

3｡ 聳えたつ 芙蓉のたかね

清きかな　甲斐の山川

もろともに 玉と磨きて

賛くべし 天地の化育



旧制中学時代の校歌は､昭和3(1928) 年2 月20日に

制定された。作詞者の三井甲之は松島村( 現･ 甲斐市)

の出身で、本校に生 徒として在籍したことがある､歌 人

であり､国家 主義思想 家である。作曲者は当時 の慣 習

にならって名が伏せられ､東 京 高等音 楽学 院となって

いるが、『創 立百 二十周 年記 念誌』では､ 同 学 院の当

時のピアノ教授である榊原直氏が作曲したとしている。

昭和3 年以 前にも別の校 歌の存在は考えられるが、

_
リyj ？ 旦 町 やﾌﾞﾌ?yﾌﾟ?万９

ニ
リ 竺?ﾃ9ｦ 埜

、/?jJ17:?1!1｡_____ ………………………___

それについては不 明である。

昭和23(1948) 年に学 制改 革によって新制 高校が

開設されると､校歌改編についても議論が生まれた。そ

の結果､ 誕生したのが現 在の校歌である。

本 校の校 歌を作 詞した上 条馨 氏は､ その著書『甲

州 風物詩』の中に､｢ 校 歌発表のあいさつ｣を載せてい

る。この中には本校に対して､ 次のような言 葉が贈られ

ている。

(前略) 時代 のうつりかわるにしたがって､この学園

にも幾多の変化 がありました。しかしいかなる時代

においても､いかなる事態にあっても､どっしりした学

問の真理と精 神とをざわめ､ 堂々とそれをもちこた

え､足を大地につけ､ある時 は､常に時代 に先んずる

の積 極性をもつとともに､ある時 は､時代 の濁流を

敢然とわが胸 にうけとめ､ 時代 を覚醒 する気慨 が

あってほしいのであります。

願わくは諸君､ いよいよ諸 君の学徳をみかき､教

養と人格をたかめられんことを。母校を愛し､母校を

して､いよいよ栄えあらしめよ。私のあいさつを終 わ

ります。

昭和23 年7 月20 日､|日制 中学 時代 に代 わる新 校歌

募 集の要 項 が発 表された際､ 卒業 生 であり、本校 教

員でもある氏は｢ 本校 にふさわしい 立 派な校歌を作り

たい｣ と考えた。作 詞に当たっては､入 選の如何を問わ

ず、母校の役 に立ちたいという思いから､その年 の夏

休みの大 半を校 歌 作制 に傾け､ 自分 の心を清く気 高

く、雄々しく保つために､まず生徒とともに何日もかけて

この甲斐の国の中心に位している我が校は､その創

立 の昔 から､雄壮剛健の気風をうけつ たえて､今こ

の新しい世に際会しては､この世を照し正すかがみ

ともなるよう大いに奪励努力しよう。この栄ある学舎

において。

日に新た又 日に新たというのは､ 学徳を日々に新

たに進め､という意味でありまして､本校の号鐘の日

新鐘とおなじ由来 によるものであります。出典 は大

学であります｢湯ノ盤ノ銘二日ク､萄二日二新夕､日二

日二新夕､又 日二新タナルト｣とあります。そうした高

い理想と希望とをもって､というのが｢ いや高きのぞ

みをもちて｣でありますが､この一句によって､諸君は

南アルプスの鳳凰山への登山､北アルプスの縦走を

試み､山の霊気に触れた。しかし､なかなか詞がまとま

らずに苦しんだが､8 月27日の夜に｢一度床について間

もなく､次々に詞が浮かんで｣、全体の構想ができあが

り､その後､ 何度も推敲を重ねて、この校歌に至ったと

いうことを、校歌発表の挨拶の際に回想している。

校歌の意味について､氏は次のように語っている。

本校の第六代校長 の大 島正健先生が､札幌農学校

において､クラーク博士 からうけつたえた､あの｢ 青

年よ大志を抱け｣ の言葉 を思いおこすでありましょ

う。この一句にはそういう意味がふくまれているので

あります。かくして学術 の真理を究め､大いに励んで

行こう。我ら若人達よ。

おごそかに聳え立っている富士 山や､清い甲斐の山

や川の精をうけて､もろともに切磋琢磨し､天地自然

のめぐみ､人間の本性をたすけをのばして行こう。こ

の賛天地之化育の文句は､ 本校 玄関にある銘文で

ありまして､中庸 の中にあります。

(原文ママ)

因みに､現 在の校歌の作 曲者は、旧 制東 京高等学

校 音楽科教授 の小松 清氏である。

本校 校歌は､ 清々しく気 高く雄々しい 。このことは卒

業してから年を追うごとに改めて感じる。校 歌制定まで

の経緯 やそこに込められた思いを知ると､校歌に対 す

る愛 着が深まる。
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特 集 ｍ 一

高 の 至 宝

「

校 是 に 込められた本校の理想

Bｏys be Ambitio ｕs!

bｅ ａｍｂｉtioｕｓ!と叱 呼して長鞭 をうちふるい､ 振り返

り振り返り､雪泥をけ立てて疎林のかなたにその
姿を

かき消された。

島松駅頭クラーク先生 の残されたそのことばは､簡

軍ではあるが､ 意は実に深いのである。青年よ､なんじ

らは常 に大志を抱き､奮起してすべからく功
名を立て

よ､小成 に安んぜず､力 の限りを査くして向上発
達をは

かり､もって國のため に査くす有用 の材 たれよ､と
訓 え

られたのであるが､近時無知な人々がこの句を誤訳
し

て､『青年よ野心家たれ。』といっているのを一再なら
ず

耳 にする。当たらざるのはなはだしきものである。j

掲 載したのは､ 石 橋 湛 山( 明 治35 年 卒) の 書( 額

装。縦33cm･ 横131cm 。)で､ 校 長 室に掲 額してある
も

の。視 聴覚 教室には複写版が掲 額されている。

｢Ｂｏｙｓ be Ambitio ｕs!｣の揮 毫の右側には｢ 札幌

農学 校 初代 教 頭クラーク博 士 の訓示を録し､
母 校甲

府中学 の生徒 諸君に贈る　 昭和二十 二年　 湛 山｣
と

署名がある。校 歌二番 の一 節にある｢いや高きのぞみ

をもちて｣ はこの｢Ｂｏｙs be Ambitio ｕｓ口の意味する
と

ころをよんだものとされる。

｢Ｂｏｙｓ be Ambitio ｕｓ!｣…この言葉 が本校に伝 わ

るのは､ クラーク博士から直接この言 葉を聞いた札
幌

農学 校1 期生 の中に､ 後の本 校 第7 代校 長･ 大 島
正

健先 生がいたからである。大 島校長は｢クラーク先生｣(

『中等國 語二』昭和22 年･ 文部 省) の中で､この言葉

について次のように紹介している。

｢明治 十年 四 月 十 六日 、日本 政府 との契約 期 限

が満 ちたクラーク先 生は､ 再 びマサチューセッツ
農学

校 校長 の職 につ かんがため､ うしろ髪 を引 かるる思

いで札 幌を辞し､ 室蘭 経 由で帰国 の途 につくことに

なった。その朝､ なごりを惜しむ職 員学 生一 同 は､ 先

生 の官舎であった創成 橋 畔 の開拓 使 本陣 前に勢ぞ

ろいをして記念 撮影をなし､思い 思いにうまにうち乗

り､いずくまでもと恩師のあとを追って行った。(中略)

先 生を囲んで別 れがたな の物 語 にふけっている教 え

子 の顔を のぞきこんで､ ひとりひとり力 強い握 手をか

わし､｢ どうか一 枚 のはがきでもよいから時 おり消 息

を聞か せてほしい。ではいよいよお別 れじゃ。元 気
で

常 に祈ることを忘 れないように。』と力 強い 口調
で別

辞を述 べ､ ひらりとうまにまたが ると同 時 に､Boy ｓ，

校　　 是

本校には[ 校訓]とよ ばれるものは なく｢校是｣という。[Boys be Ambitio
ｕs!]｢萄日新又日新日日 新(萄に日に 新た､また日 に新た、

日 に日に新 た)｣[賛天地之化育( 天地の化育を賛くべし)｣である。

rBoys be Ambitio ｕs口は､札幌 農学校のクラ ーク博士の 言葉を第7 代校長･大島正 健先生が 本校に伝えたもの､｢萄
日 新日日 新又

日新jは『大學』の一 節で､第10 代校長 一江口 俊博先生が唱え た。
江口 校長はこれに因んで大正末 に「日 新鐘｣を鋳造し た｡またr賛

天地

之化育｣ は｢中庸｣ 朱子章句の一 節で､これも第10 代 校長 一江
口俊博 先生 が唱えたもので｡本 校が現在地に移転した折に新 校舎

の正面

玄 関に「賛天 地之 化育｣を掲げた。

こ れら は古くから在 校生の 知る言葉であり､本 校の 大切にし
てきた言 葉である が､古い 記録にこ れら の言葉が 校訓なり校是な

りとし

て挙げら れたことがなく､平成2 年度『学校要覧』から「校是｣とし
て掲 載さ れている｡いずれも校歌の歌詞 にも 反映さ れている言

葉で

あるので､ど れも本 校の目 指すところである が､「校是｣とし
ての 歴史は意外に 新しい。

2４　　ｇＥ 召。。μ・・ ４・ ／



山梨県立甲府第一高等学校創立140 周年記念誌

萄 日 新　日 日 新　又 日 新

｢ 萄日新　 日日新　 又日新( 荷(まこと)に日に新た　 日に日に

新た　 また日に新た)｣ は『大學』の中の一 節である。本校 第10 代

／

／T:ﾐ　

校長･ 江口俊博先生 が紹介したもので､江口校長はこの言葉に因

んで､日新 鐘(高さ60cm･ 外径40cm) を鋳造した。『校友 会雑誌53

号』には｢ 大正 丙寅秋 我が 学舎 に鐘生まれ日新と銘うてる｣と

あることから､大 正15(1926) 年に鋳 造されたことがわかる。本校

が現在地に移転する2 年 前､ 旧甲府城 内の校舎で鳴らされた。

現在 地 の旧 校 舎では､ 本館 屋上 の北 面に鐘が吊られてお

り､そこから一階に紐 が下がっていた。古くは時制の鐘( 現在 の

チャイム)として用いられたものであろうが､ 時代とともに本校のシ

ンボルの一つとなっていった。いつのころからか､ 卒業 式の日に

母校を巣 立つ 生徒たちが､ この鐘を鳴らして出ていくのが 本校

の風 物詩になっている。筆者は在学 中に｢ 鳴らしたら退 学｣と聞

いたが､ 少し違うらしい。正しくは｢ 鳴らすのは本校を巣 立つとき｣

なのだろう。

現 在はアトリウム東壁 に吊られている。校歌 二番の｢ 日に新た

また日に新た｣ は､まさにこの言葉に因む。

賛 天 地 之 化 育

｢ 天地の化 育を賛( たす)く｣と読む。

原 典は｢ 唯天 下至 誠､ 為 能 尽其 性。能尽其 性､ 則

能尽人之 性。能尽人 之性､ 則能 尽物之 性。能尽物之

性､ 則 可以賛 天地之 化育。可以 賛天地 之化 育､ 則 可

以与 天地 参矣 。(唯( ただ) 天下 の至 誠､ よくその性を

尽くすことを為す。よくその性を尽くせば､則 ちよく人の性

を尽くす。よく人 の性を尽くせ ば､ 則 ちよく物 の性を尽く

す。よく物の性を尽くせば､ 則ち以 て天地 の化育を賛す

べし。以て天地の化 育を賛すべければ､ 則ち以て天地

と参すべし。)｣とある。

意味するところは｢ 世の中において誠の徳を究極的

に体現した聖 人 は､ 万 物 の根 源にある本 質を理解し

て､それを大 切にできる。自分の存在を大切にできる者

は､ 他 者を大 切にすることができる。他者を大 切にでき

れば､物を大切にできる。物を大 切にできれば､ 生きとし

生けるものを生 み出し､ 育てていく､この世 の中の働き

を助け､ 進めていくことができる。そうす れば 天･ 地･ 人

が均衡して本当に良い世 の中をつくることができる。｣と

いうことにでもなろうか。

昭和3(1928) 年、現 在地に校舎 が建設された折に、

当時 の校 長( 第10 代) であった江 口俊 博先 生 が『中

庸』朱 子 章句より｢賛 天 地之化 育｣ の6 文 字を選定し

て､ 正 面玄 関上 部に設 置した( 篆刻) 。校歌 三番 の最

終 節は､ 本校 が掲げる究極 の理 想を歌い上げている

と言えよう。
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高 の 至 宝

石橋は､日蓮宗の僧籍をもち､立正大学 第16 代学

長を16年間も務めた。

本校に残されている石橋の書からは､世に知られる

高潔な政治家としての石橋ばかりではな
く､教育者･

宗教者としての一面も知ることができる。
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一 一高生に語りかける至宝たち 一

石 橋 湛 山から贈られた書

石 橋 湛 山( 明 治35 年 卒) の 本 校 卒 業 時 の
名 は 省　　 湛 山 の 人 生 に 大 きな

影 響 を 及 ぼし たと言 え る。

･■　`　　ﾊﾀ心 ふ､lゝ 　ふ ＴＴ‘^i, 吝 励

三。戦 前はジャーナリストとして､ 戦後は政 治家として自

由民 主党総 裁､ 内閣総 理大 臣を歴任した。
本校 在学

中に2 度留 年したことで､ 第7 代 校 長･
大 島正 健先生

と出 会う。札幌 農学 校第1 期 生として､ クラ
ーク博士 の

薫 陶を直接 受けた大 島校長 の教えは､ その
後の石橋

Ｂｅ　Ｇｅｎｔｌｅ ｍ ａｎ
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書。額装。縦33cm･ 横133cm 。視聴覚 教室北 側入口

に掲額。

揮 毫の 右には｢ 昭和 二 十 六年 十二 月　 甲 府第 一

高等学 校のために　 湛山｣ とある。

｢Ｂｏｙｓ be Ambitio ｕｓ!｣と同様に､この言 葉も札 幌

農学校のクラーク博士 の有 名な言葉
である。

この｢Ｂｅ ｇｅｎtｌｅｍａｎ｣という言葉を本校に伝えたの

も第7 第校 長･ 大 島 正健 先生 である。
大 島校 長は｢ ク

ラーク先生｣(『中等 國語二』昭和22 年･
文部省) で､こ

の言葉についても触れている。

｢亡て札 幌農学校 がいよいよ開校 になって､その学

則をいか に定 めるかということが問 題 に
なった際、

札幌 学校 から移って来 た生徒 たちが､
参考 のた めと

い うことで札 幌 学 校 の 規則
書 を持 ち出し､ 第一 條

何々､ 第 二條何 々とその大 要を英 訳して､ク
ラーク先

生 の前で読 みあげた。聞きおわったク
ラーク先 生 は、

「そのようなことで人 間がつくれるものか。｣と
大声で

怒 号 し 、『 予 が こ の 学 校 に 望 む 規
則 は 、Ｂｅ

ｇｅｎtｌｅｍａｎ! だゞこの一言 に査きる。』と
言って､特徴

のある太いまゆをぴくりと動かされた。

２６　　ｇ・ ａ。。μ ６４４４／

学校 は学ぶ所 であるから､ 起床 の鐘 が鳴ったら、

寝床をけって起きなければいけない。食
卓へつく時 に

はあい ずをするから､ 直ちに集まって来な
ければい か

ぬ。消燈 時刻 にはいっせいに燈火を
消さなければい

かぬ。ところでゼントルマンというもの
は､ 定められた

規則を厳 重 に守るものであるが､ それ
は規則 にしば

られてやるのではなくて､ 自己の良心 に
したがって行

動 するのである。故 にこの学校 にはむずか
しい規 則

は不 要だ と､先 生 は述べられた。それを
聞いた学校

の幹 事や教 授連 は大 いにその結果を
あやぶみ､ もし

故 意 に規律を守らない 者が現 われたらど
うなさるお

つもりかと反 問した。ところが先 生
は威 儀を正 し、

『たヽゞ退 学あ るの み。』と答 えられた。(
中 略) 俯仰 天

地 に恥 じざる行い をしなければならない と､
みず か

ら問うてみずから答 え､町へ出てもみに
くい行嘱 は決

してなさず､ 自 己 の行 動 に非常 に重き
をおくように

なった。もし誤って校 規を犯 そうものな
ら､進 んで 学

監のところへ届 け出で､『たゞ今 かくかく
のことで五分

間遅 刻い たしました。』と申し立てるような
気 風が全

校 を支配し､学生一 般の風紀が非 常に
改まった。｣



得 魚 忘 笙

書。額装。縦34cm･ 横130cm 。視 聴覚教 室南壁に掲

額。

同等魚忘 笙｣ 。｢魚を得て笙( せん／うえ)を忘る｣と

読む。

答とは､ 割竹などでつくった魚とりの道 具で､ 外 側が網

体で構 成されており､漏斗 状 の口から入ってきた魚 介

類を閉じこめて捕獲 する漁 具である。直接 の 意味 は｢

魚を捕ると､使っていた道 具のことを忘 れる｣というこ

山梨県立甲府第一高等学校創立140 周年記念誌

と だ が､ こ の ことか ら｢ 目 的 を 達 す ると､ そ れ まで 役 立 っ

たもの を 顧 み なくなる｣ ことの 喩 え とし て 用 い られ る 。｢受

け た 恩 に 報 い ることを 忘 れ る｣ という 意 味 で も用 い られ

る。出 典 は｢ 荘 子｣ 外 物 篇 で あ るが､｢ 成 功 し て も大 切

なことを 忘 れ るな｣ という戒 め の 言 葉 で あ ろう。

｢ 昭 和 辛 卯 十 二 月 五 日｣ と署 名 さ れ て い るとこ ろ か

ら､｢ Ｂｅ Ｇｅｎtｌｅｍａｎ｣ と同 時 期 に 書 か れ たもの と考 え

られ る。
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慧 光 普 照

書。額装。縦34cm･ 横130cm 。

｢ 慧 光 普照｣ は｢ 慧光 普( あまね)く照らす｣ と読む。｢(

仏が発する)智慧の光は､どこをもあまねく照らす｣ の
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意味である。揮毫の横には｢第一高等学校創立七十

周年　 湛山｣とあるので､昭和25(1950) 年に書かれ

たものである。

6 並 光 蟹
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東 西 和 合 世 界 一 家 春

書。額装。縦84cm･ 横130cm 。

｢ 東西和合して世界は一家の春｣と読む。｢一九六

十年十月　甲府一高創立八十周年　 湛山｣とあるの

で､昭和35(1960) 年に書かれたことがわかる。

1960 年は､西欧諸国の植民地であったアフリカから

17の独立国が誕生した年で､｢アフリカの年｣といわれ

るが､一方でＵ－2 撃墜事件に代表されるように､米ソ

両国を対立軸とした東西冷戦が存在する中､この言

葉は世界和平に情熱を傾けた石橋の願いを込めた筆

であったのかもしれない。
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憶 我 師

r ‾

書。額装。縦12cm･ 横46cm 。校長室に掲額。

｢ 我が師を憶(おも)ふ｣と読む。本校西駐車場(弓

道部練習場の東)にある｢香川香南詩碑｣の裏面に刻

されている言葉であるので､この碑のために揮毫され

たものであると考えられる。

４
仙

‘ｑ

Ｓ

Ｓ

ＬＩ佐

、

↑

香 川 香 南 詩 碑

石碑。縦155cm･ 横93cm 。陸軍編修。昭和36年に建立。西駐車場西脇に建立。

香川香南(少次郎)は､元本校国漢科教諭。碑文は｢国手皆云ふ長命難しと酔吟

日夕天然を楽しむ　 質は蒲柳と雖も気は松菊　 詩酒人生七十年　 香南
迂侠｣と読

む。

石 橋 湛 山 先 生 胸 像

す高い石橋湛山先生の胸像を､石橋湛山記念財団

の御厚志を得て､ここに母校の一隅に据えて顕彰す

ることは､学窓を同じくするものの限りない喜び
であ

る。」

ブロンズ製。縦70cm･ 横24cm( 台座HOcm) 。百周年

記念館1 階ホールに設置。創立H4 周年記念式典に

合わせて､石橋湛山記念財団より寄贈された。

彫刻家の藪内佐斗司氏による1994年の作品で､東

洋経済新報社と立正大学と本校に同じものがある。

寄贈に際して､当時の同窓会長･ 太田源一郎氏に

よって､胸像脇に次の銘文が置かれた。

｢石橋湛山先生は､山梨と母校県立甲府第一高等

学校が生んだ偉大な先輩である。明治17 年(1884)

に生まれ､明治28 年(18q5) から同35 年(1902) ま

で山梨県尋常中学校(現､甲府一高)に在学､特に札

幌農学校でクラーク博士に学んだ大島正健校長の

影響を強く受けた。早稲田大学に進み､卒業した後、

東洋経済新報社で､主幹､社長を務め､大正から昭

和にかけて民主主義､自由主義､平和主義を貫く論

壇の雄として大いに活躍した。

第2 次世界大戦後､政界に入り､大蔵大臣､通商産

業大臣を経て､昭和31 年( 伺56) に内閣総理大臣に

就任した。翌年､病に倒れ､惜しまれて任を辞したが、

その後も､中国､ソ連を歴訪､両国との国交回復の土

合をつくるなど､昭和48 年(1973)､88 歳で死去する

まで国際平和活動に力を注いだ。

日本を代表する言論人､政治家として世評ますま

2 ８　　 ｇ ｅ 召ｅ,ｇｒａ 肖４ｇ ／
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一高生に語りかける至宝たち

懐 かし き学 び 舎

鶴 城 校 舎
擬 宝 珠　

……… ………………,･,･……,･j･

縦54cm･ 横26cm 。百周年記 念館収蔵庫に保管 。

｢宝 永七庚 寅年 三月　 御鋳物 師沼上 源蔵　 藤原

巻 次止 刻まれている。もとは甲府 城 追手 門の欄 干
に

つけられていた擬 宝 珠であるとされている。これが 本

校に伝 わっているのは､ 本校が旧甲府 城内 に校 地を

構えていた期間( 明 治33 年～ 昭和3 年) に追手 門
が

正 門として利用されていたことによる。本校
が現 在地に

移 転した後､ 山梨 県庁を建 設する際に追手 門とそ
れ

にかかる橋が取り壊されていくに及び､これを惜しんだ

関 係者が保管したのであろう。

因みに｢宝 永七年｣ は1710 年に当たる。当 時は柳沢

氏 が甲府 城を支 配していた時 期であるので､この擬宝

珠は柳沢氏による甲府城

整 備の一 環として制作さ

れたものであろう。制作に

当たった沼上家は､甲府で

代々鋳物師を務めており、

明治時代の｢甲府買物独

案内｣には｢御用鋳物師｣

として記されている。

擬宝珠の一つは､上部

が破損している。強烈な圧

力で穴が開いたとみられる

が､なぜ破損したのかとい

う点に思いを馳せるのも楽

しい。

rc ，召,９ がｃ４４ｇ／　 ２９
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創立期見取 図

｜　　 ｜

美 咲 旧 校 舎

１　　 部室　　　　　1　　［:コ

日 新 鐘

円
口

部
室

四

階

三

階

口

口

二

階
　
　

一
階

]二言↓⊇ 偏り
蛤1遥ll

創 立 ５０周 年 記 念 碑

年 目 にあ たつた

記 念 として か や

うな麗 しい 植込

を寄附して下亡っ

た同窓會 員諸 君

の御 芳志 を現 在

牧 に将 来 の本校

生 徒 に末 長 く感

昭和末期見取図

かつて前庭東側に設置されていた､半円形の石製

ペンチを模した造形物に埋め込まれていた銘板であ

る。そこには創立50 周年当時の校長( 第10代)である

江口俊博先生によって

｢後継者たる本校生徒に気持のいゝ環境を供した

いや亡しい友情から此校舎の新築か恰も創立後五十

30　　g む 召ε４だｅ４４ｇ

謝させたい願をこめて爰に此しるしを建てます　昭

和四年十月　甲府中學校第7代目校長　 江口俊博

しるす」（原文ママ）

と記された。残念ながら､この銘板及び記念碑は現在

の校舎建設に先立って旧校舎が取り壊される際､共

に取り壊された。
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校 歌 碑　 一回

石碑。縦121cm･ 横240cm 。昭和61 年卒業生寄贈。

校舎前庭に設置。

創立105 周年･強行遠足 第60 回記念の年にあた

る昭和61 年2 月19日に除幕式が行われた。この年は、

現在の校歌が発表されてから37年､作詞者である上

条馨氏の没後25 年を経た年であった。

『創立120 周年記念誌』では､校歌碑の文字が､昭

和23(1948) 年９月15 日に発行された｢甲府一高新

聞｣に掲載されたものに依拠しているとして､作詞者

である上条馨氏の手掛けた原文と異なることを指摘

している。

今回は､『創立120 周年記念誌』の指摘に基いて、

校歌は｢作詞者の原文｣とされるものを掲載したが、

過 去 の『学 校 要

覧』を確認 すると、

校歌 に使 用されて

いる 文 字 は 時 代

によって異なる。判

断 は 後 世 に 仰 ぎ

たい。
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１校門 扉

校 門 扉

現在見取図

g Ｃ 召口。ご＆ ４ ４４．／　 ３１

門扉の中央部 の[ＫＦＨＳ]は､ 現在 地

に存在した旧 校舎 時代 の門扉に使用さ

れていたものである丿 ＫＦＨＳ]は｢ＫｏｆｕFi

ｒst High School｣ の頭文字をとったも

のである。

旧 門扉は昭和34 年卒業 生寄贈。



特 集 ｍ 一

高 の 至 宝

「 文 而 真 」碑

石碑。縦135cm･ 横130cm 。百周年記念館正面南脇(

弓道場の北)に設置。

｢ 文(ぶん)にして真(まこと)｣と読む。本校第12 代校

長･大野芳麿先生の筆による。

かつては正門西脇の石庭内に設置されていた。

もともとは創立60 周年の記念として､昭和15(1940)

年に建てられた信条碑で『皇国精神ヲ深ム　誠心誠

意ヲ以テ事二当ル　 質実剛健ノ気風ヲ養フ　甲府

中學校｣と記されていたが､昭和22(1947) 年10 月末

に､当時の校長( 第14 代)･ 近藤兵庫先生により､｢字

面ヲ削り新シク大野前校長ﾖﾘ 指揮シテ載ク｣旨が示

され､昭和23(1948) 年1 月以降に改刻されたものらし

い。この碑裏面は｢ 創立六十周年　 昭和十五年建

之｣と､当時のままである。

勅 語 湊 発 五 十 年 記 念 碑（金 子 堅 太 郎 ）

石碑。縦170cm･ 横90cm 。百周年記念館北側に設置。

教育勅語が出されて50年を記念した碑である。裏面の記名に｢昭和十五年十月｣と

あるので､本校の創立60 周年にあたるこの年が皇紀2600 年にあたることを踏まえて建て

られたもので､時代性を感じる。揮毫した金子堅太郎は伯爵で､大日本帝国憲法起草に

も参画した人物である汀宝祚窮まりなし　克く忠に　克く孝に　皇紀二千六百年記念

勅語漠発五十年記念　 甲府中学校のために　正二位伯爵　 金子堅太郎謹書記

読む。

海 抜 二 七 四 米 六 二 碑

甲斐八ヶ岳会によって昭和15(1940) 年に建立された､海抜100m ごとに八ヶ岳連峰の権現岳頂

上まで設置された28基と八ヶ岳山麓の駅に設置された7基の石碑のうちの一つ。

7寸角3尺高(約27cm 角･114cm 高)の御影石で､甲斐八ヶ岳会を創設した坂本増二郎の呼びか

けで､募った寄付によって建立された。

角状の石碑の各面には｢海抜二七四米 六二｣｢ 明人倫致親和(人倫を明るくし親和に致す)｣｢

皇紀二千六百年　 甲斐∧ヶ岳会｣｢ 賛助　 山梨粒立甲府中學校｣とある。もともとは甲府駅付近

に建てられたものと考えられるが､元来の正確な所在地は不明である。現在は西駐車場北側植込

みの中(百周年記念館側)にある。
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Ｍ ＥＮ Ｓ　ＳＡ Ｎ Ａ　ＩＮ　ＣＯ Ｒ ＰＯ ＲＥ　ＳＡ Ｎ Ｏ（内 藤 多 仲）

げ られ て い た が､ 新 体 育 館 建 造 の 際 に 移 設 され た 。

｢Ｍ ＥＮＳ ＳＡＮＡ ＩＮ ＣＯＲＰＯＲＥ ＳＡＮＯ｣ は ラテ ン

語 で､ そ の 意 味 す るところ は[ 健 全 な る 精 神 は 健 全 な

る 肉 体 に 宿 る] で あ る 。

ブ ロン ズ 像 は､ 須 藤 摸( 昭 和8 年 卒､ 元 本 校 芸 術 科

教 諭) に よる 作 品 で､ モ デ ル は 花 輪 民 夫( 昭 和16 年

卒､ 元 本 校 体 育 科 教 諭 辻 され る 。昭 和30 年 卒 業 生 の

寄 贈 品 で あ る。

大 島 正 健 顕 彰 碑　 ………

レリーフは円鰐勝三(日展理事)の作品。

除幕式に同席した作家･中村星湖(明治36 年卒)

はその回想で､石橋湛山の挨拶の様子を残している。

｢湛山は黒の背広で杖を片手に壇上に立ち静かに

話しはじめた。

『不名誉なことだが､自分は甲府中学を二度落第

した。しかし､そのために大 島校長の教えを受け､ク

ラーク先生の精神を知ることができ､それまでとは

違った学問と生活の覚悟と方針をもって中学を卒業

し､長い道中を歩んできた。』

あらまし この辺りまで淡々と語ってさて､校長との

出会いを追憶しての胸迫る感慨のためか､突然絶句

した。冒し難い粛然とした空気のなかで､出席者は首

を垂れて待った。

『不思議なことです。実に不思議というよりほかに

ない。』

湛山はそれだけをつけ加えて壇を降りた。｣

r ｃ びぐｇご白４４４／　 ３３

体育 館入口 付近 の南壁に掲げられている､この文

字は内藤多 仲( 明 治37 年 卒) の書 である。内藤 多 仲

は｢耐震構 造学の父｣と称される学 者･ 建築 家である。

内藤 が手 掛けた建 造物 は数多く､東 京タワー､ 通 天

閣､ 早稲田大学大 隈記 念講堂などがもっとも有名であ

る。県 内にも山梨 県民 会館､ 山 梨県 庁 本館などの 建

造物 があり､平 成初 期まで存 在した本 校体 育 館も内

藤 の設 計によるものであった。｢ＭＥＮＳ ＳＡＮＡ ＩＮ

ＣＯＲＰＯＲＥ ＳＡＮＯ｣ はもともと旧 体育館 の入口に掲

二　　　　二 二T7　　　⊃　　 一 →1

石碑(一部レリーフ几縦106cm･ 横155cm 。校舎前面

庭園に設置。

碑文には｢Ｂｏｙs be Ambitio ｕs!｣と石橋湛山の

書による揮毫がなされ､｢ 青年奮起して功名を立てよ

馬上の遺言熱誠龍る　別路春寒し島松の駅　 一鞭

直ちに蹴る雪泥の行　クラーク先生を憶ふ　 大島正

健｣と､大島正健による｢クラーク先生｣(『中等國語2

』昭和22 年･文部省)の一 節が刻まれている。昭和40

年建立。



特 集 ｍ 一

高 の 至 宝

一高生に語りかける至宝たち

本 校 の 文 化 財

鯉（望 月春江）

ｒ

レ
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…
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日本画。額装。縦92cm･ 横124cm 。校長室に掲額。

望月春江(大正2 年卒)は､本名を尚という。日展参

与､審査員等を歴任し､芸術院賞を受賞した著名な日
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本 画家 である汀 鯉｣ は望月画伯 が42 歳 のときの作 品

で､イタリアからの購 入希望があったものを同窓生が買

い取って本校に寄贈した。

培 養 國 本（幣原坦）

２

書。額装。縦37cm･ 横61cm 。

幣原坦は本校第6 代校長である。東京帝国大学を

卒業した後､本校の校長に就任した。幣原校長時代

に本校は､甲府市錦町から旧甲府城内に校地を定め

て移転した。後に台北帝国大学総長に就任した幣原

校長は､戦前に幣原外交で有名な外務大臣で､戦後

の内閣総理大臣となった幣原喜重郎の実兄である。｢

培養國本｣は｢國本を培養す｣と読む。｢甲府中学校

創立六十周年を祝して　皇紀二千六百年｣という署

名があるので､台北帝国大学総長時代の書である。



渾 然 玉 成（中村星湖）
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一一 一一一 七 絶 書（笠井重 治）
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全紙額装。(縦129cm･ 横66cm)

視聴覚室北壁に掲額。

昭和57年卒業生が額装して寄贈。

｢ 富嶽の霊峰千秋に聳ゆ　富川の清流心魂を

洗ふ　機山の雄図柳荘の忠　 請ふ見よ甲州男児

の胆　昭和四十七壬子年十月四日　県立甲府中

学校第十四回卒業　八十七叟　 笠井重治書｣　

笠井重治( 明治36 年卒)は､戦前には大戦回

避のために活動し､戦後も日米親善に努めた国会

議員で､日米文化振興会長等を歴任した。

塑像。生徒昇降口。強行遠足の第60 回開催を

記念して昭和60(1985) 年10 月に設置。

かつて､旧校舎時代には､本館正面玄関に置

かれていた。

元本校芸術科教諭の須藤摸(昭和8 年卒)の

作品である丿 君よ走れ　新たな歴史を創る道程｣

の銘文は校内から募集し､小林正美(昭和61 年

卒)が入選した。
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額装。(縦33cm･ 横116cm)

｢渾然玉成　甲府一高創立八十周年を祝して　星湖書｣

中村星湖(明治36年度)は､本名と将為という。

小説家、評論家で､本校在学中から文芸雑誌に投稿し

て坪内逍遥などに知られた。明治40(1907) 年に『早稲田

文学』に一等当選した『少年行』が出世作となった。

巨 木 深 根（内田常雄）- 一一

顛お 仙 ゑ
額装。(縦35cm･ 横135cm)

｢巨木深根　甲府一高創立九十周年記念　 厚生大臣

内田常雄｣

内田常雄(大正13 年卒)は､東京帝国大学卒業後に大

蔵省官 僚を経て､昭和27(1952) 年から衆議院議員として

９回当選した。この間､厚生大臣､経済企画庁長官､自
由

民主党幹事長を歴任した。

釜
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特 集 一

高 の 至 宝

その他、本校の文化財

ｒ ’

書

書
　

書
　

書
　

書
　

書

書

書

書
　

書
　

書

日本画

日本画

日本画

日本画

日本画

日本画

日本画

絵

絵

絵
　

絵

油

油

油
　

油

油絵

油絵

油絵

油絵

油絵

油絵

油絵

油絵

油絵

油絵

油絵

油絵

油絵

水彩画

明治天皇御製

(養)正

陸軍中将揮毫

勇猛精進

雲高気静

甲府中学校歌

俳句書

文部大臣揮毫

悠久之今

養高志

白雲無孟時

けいとう

猫ひまらやん

バラ

トランプ

死と虚栄

四神図

二宮尊徳先生物部巡村之図

景

介

屋

風

魚

花

巴里のエグリーズ

快晴の鳳凰山

育みの間より花と乙女

原

晩秋八ヶ岳

花梨のある処

花梨のある処

親愛なる人魚姫へLands

ｃａpｅ

ブラチアノ湖からの便りN

ＡＶE

すももと桃の咲く頃

渾河のほとりの小さな村

卓上の形

リンドスの糸杉

江口　俊博

田逓　治通

井出　鉄蔵

三船　久蔵

高田　早苗

大野 芳麿

西脇順三郎

荒木萬壽夫

岩波　政雄

名取 岱風

遠藤　秀紀

望月　定夫

望月　定夫

望月　定夫

須藤　 摸

須藤　 摸

三枝 茂雄

多　 景 志

須藤　 摸

須藤　 摸

辻尾豊太郎

鳥居　雅隆

鈴木農夫男

山川　輝夫

佐野 智子

大森 雅典

数野 繁夫

数野 繁夫

土橋　祥子

中込 靖成

菊島　 明

清水　 勲

内藤 綱男

内藤　綱男

加賀美 勣

宮下　 実

明治30年卒

明治38年卒

昭和5年卒

昭和5年卒

昭和5年卒

昭和8年卒

昭和8年卒

昭和12年卒

昭和8年卒

昭和8年卒

昭和8年卒

昭和34年卒

昭和16年卒

昭和34年卒

昭和34年卒

平成24年卒

昭和40年卒

昭和37年卒

昭和25年卒

昭和25年卒

昭和33年卒

昭和33年卒

軸装｡(縦138【】1･横34㎝) 図書室内に収蔵｡制作者は本校第仙代校長。｢

明治天皇御製　折にふれて　みちみちに　つとめいそしむ　国民の

をすくよかに　あらせてしがな　昭和五年十月三十日　江口俊博拝書｣

身

額装｡(縦34㎝･横55㎝) 大阪府知事や逓信大臣を歴任。

｢正を養ふ　創立六十周年を祝して　皇紀二千六百年十月　田辺治通｣

軸装｡(縦68m･ 横78m) 陸軍中将｡号は如山。

[秋晴れの富士こそ甲斐の姿かな　紀元二千六百年初秋　中将如山]

額装｡(縦58(ln･横134cln) 講道館十段。

[勇猛精進　三船十段]

額装｡(縦34J･ 横137m) 文部大臣･早稲田大学総長を歴任。

｢雲高く気静かなり｣ 大正丙寅秋日　半峰学人｣

額装｡(縦31.5㎝･横35.5〔JI〕 制作者は本校第112代校長。
[斯道を遵守して日に挽焉たり　三綱五目の校風全し　須く発すべし皇国　

の精神美 剛健至誠の金鉄堅＜　大弐の文機山の武 粋然として正気甲中　

に伝ふ　偉才先哲を駕ぐ無かるべけんや 千秋の岳晴天に映ゆ　甲府中学　

校の歌　大野芳麿｣

色紙額装。 詩人。 代表詩集[あむばるわりあ]。

昭和33年に講演会のために来校されて揮毫｡裏面にF国語科蔵書｣印

[秋のこだま　葡萄の光り　 野をゆく日　西脇順三郎丿

色紙額装。 北館1階廊下(放送室前)に掲額。 元文部大臣。

昭和38年6月の関東ブロック市町村教育委員会総会出席の際に揮毫。

[教育は建国の基礎にして師弟の和熟は育英の大本なり　甲府第一高等学

校のために　文部大臣 荒木萬壽夫｣

額装｡(縦35(ln･横13601) 本校第23代校長。

[悠久の今　甲府―高創立百周年　学校長　岩波政雄]

額装｡寄贈時期不明｡日展会員､全日本書道連盟参与｡毎日書道会参与､東京書

道会参与､山梨県書道会顧問｡｢高い志を養ふ｣と読む。

額装｡本校国語科教諭｡平成30年ごろより保健室に掲額。

[白雲(はくうん)尽くる時なし｣と読む｡王維の詩｢送別｣の一節。

額装｡(縦50(Ｊ･横50【】l) 昭和30年ごろに寄贈。

額装｡(縦143J･ 横196㎝) 本館1階正面玄関前廊下に掲額。

額装｡(縦64㎝･横9()㎝)
創立103周年記念式典の際に 川手泰二氏(東京同窓会副会長､名古屋放送社

長／いずれも当時)より寄贈o

日本画｡額装｡〔縦152cln･横92㎝〕 視聴覚室北壁に掲額。

元本校教諭｡東京美術学校卒業制作コンクール一席作品o

額装｡(縦91cI･横122㎝)

額装｡元本校教諭｡国画会会員｡昭和62年卒業生寄贈｡視聴覚室北壁に掲額o　(

縦60㎝･横45㎝) 作者については不詳｡かつて定時制職員室に掲額。

額装。F12.(縦60.6㎝･横50㎝)

額装o F10.(縦45.5㎝･横53㎝)

額装｡(縦97(Jn･横138㎝) 元本校英語科教諭。

昭和8(1933) 年に独立美術展入選作品。

額装。F50.( 縦116.8㎝･横80.3㎝) 二期会同人｡昭和40年ごろに寄贈。

額装o F12.{縦50J･ 横60,6㎝} 元本校芸術科教諭｡一水会｡山梨美術協会

会員｡峡北美術協会会長｡特月|』教室棟1階(視聴覚室北側)廊下に掲額。

額装｡視聴覚室南壁に掲額｡昭和60年卒業生寄贈。

額装。F60バ縦97㎝･横130.3㎝)元本校教諭｡創元会｡山梨美術協会会員｡ 創

元展出品作品｡創立百周年在職記念寄贈｡特別教室棟1階(視聴覚室北側)廊

下に掲額。

額装。F500〔縦91㎝･横116.8㎝〕 百周年記念館2階一会議室に掲額。

近代日本美術協会創立会員｡第10回展で内閣総理大臣賞受賞を記念して寄ｌ 。

額装｡日新館1階に保管｡平成3年卒業生寄贈。

； 同タイトルの作品が別に創立130周年記念寄贈品として存在するo

l 額装｡創立130周年記念にて寄贈o管理一普通教室棟1階(視聴覚室南側)廊下に

掲額。

平成22年度山梨県高等学校芸術文化祭一芸術文化祭賞｡(全国総合文化祭出品ｈ

多摩美術大学へ進学｡東階段2 階踊り場に掲額。

東京51会より寄贈〔平成26年7月26日〕｡管理･普通教室棟1階東階段付近に

掲額。

F100.1979 年制作｡創立140周年記念にて寄贈冷 和2年10月22日)。

〔縦70cln･横80㎝〕1983 年制作｡田中直樹氏(昭和37年卒) が創立140周年

記念にて寄贈(令和2年10月22日)。

F500 2010 年制作｡創立140周年記念にて寄贈(令和2年10月22日)。

F40.2010 年制作｡創立140周年記念にて寄贈(令和2年10月22日)。

額装｡管理･普通教室棟1階事務室前廊下に掲額。

額縁の銘板より｢昭和33年卒業生による竣工記念寄贈｣とわかる。

額装o日新館1階に保管。

額縁の銘板より[昭和33年卒業生による竣工記念寄贈]とわかる。
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1梨鮭但p府第一高等学校創立 周年 己念誌

匹

ア クリル 画

ミクストメディア

写真

焼物

彫金

レリーフ

造形

パネル

パネル

板
　

型

銘
　

模

応援歌

応援歌

応援歌

応援歌

応援歌

生徒会歌

寮歌

記念歌

その他

備品

備品

書 籍

書 籍

紫色にほのめく古都

文字･遅遁

紅葉

九谷焼

茶色のアルバム

大島正健先生胸像

珪化木

校是額

山梨県立甲府第一高等学校

創立130 周年記念事業

甲府一高資料展示

旧校銘板

旧校舎模型

鶴城に

起て起て起て健男児

希望の光

起で撃で勝て

常勝一高

生徒会歌･生徒会讃歌

甲府中学校寄宿舎寮歌

甲府中学校創立記念歌

愛唱歌

演壇

提灯(甲府第一高等学校)

日新文庫

大島文庫

米倉

望月

早川

堀口

三井

寿仁

哲

漓

光彦

英俊

足立 市朗

小林　綱夫(
小林是綱)

野尻　抱影

大正11年卒

昭和27年卒

昭和33年卒

大正5 年卒

昭和28年卒

昭和38年卒

頷装。F50.( 縦91㎝･横116.8(11) サロン･ ﾄﾞ･シュワン会員｡ 創立百周年記

念美術展出品作で､本校創立百周年を記念して寄贈。

頷装｡昭和55年制作｡〔平成26年3月　植松永雄氏寄贈〕

額装。2001 年寄贈。

(縦61【】1･横34㎝) 校長室に所蔵。｢ 大正十三年卒業生一同｣

額装O(縦101(即･横188㎝) 日新館1階ホールに掲額。

現代工芸展大賞｡日展特選2回｡昭和60年卒業記念品。

(直径46㎝) 三石造美術院主宰｡百周年記念館に保管。

創立128周年時に水村勝氏(昭和51年卒)より寄贈｡校長室に展示。

本校の校是を明記｡平成15年卒業生寄贈。

平成23年10月22日付け｡目的｡策定委員｡本校沿革｡(視聴覚室南側廊下に掲額)

強行遠足沿革等｡高額寄付者O(視聴覚室北側廊下に掲額)

本校関係者･卒業生(大島正健､江口俊博､野尻抱影､早川徳次､石橋湛山､中

村星湖､笠井重治､内藤多仲､飯田蛇笏､飯田龍太､功刀金二郎､小林中､望月

春江､三神吾郎)(視聴覚室内に掲額)。

石橋湛山書簡(昭和23年1月31日付け口視聴覚室内に掲額)。

現在地の|日校舎時代に正門に掲額されていたものO

F県立甲府第一高等学校]とある｡正面玄関に展示。

平成3年卒業生 一同窓会寄贈｡正面玄関に展示。

作詞者･作曲者不詳｡現存する応援歌の中で最も古い｡東京高等師範学校･東

京文理科大学一東京教育大学(現･筑波大学)の宣揚歌｢桐の葉｣の旋律を改編

したものか､あるいは早稲田･慶庶義塾のいずれかの古い応援歌が改編され

たものか。

作者不詳｡長調と短調が混在した旋律でｊ 鶴城に｣と同様に古くから歌われ

たものと考えられる。

作詞者･作曲者不詳｡昭和になってからつくられたものらしい。

昭和63(1988) 年発行｢大阪山梨県人会70周年記念誌｣に｢幻の応援歌｣とい

う足立氏の文章がある｡｢(前略)当時､応援団長だった私は､母校の伝統に新

風を吹き込む為､新しい応援団旗と新しい応援歌(筆者作詞･作曲)を用意し

山静大会(野球の甲子園地区予選)での発表を目指していた｡しかし夢叶わ

ず｡この歌を後輩の庶援團員にー小節ずつチーチーパッパツと悪戦苦闘し

ながら伝授したものの､その後どのように歌い継がれているか知らなかっ

たO昭和52年のある日｡テレビから流れる音に驚いた｡甲府一高強行遠足で

疲れた生徒に(吹奏楽の) 先輩がラッパで応援しているシーンである｡その

応援歌､そのメロディこそ25年前､全校で歌うはずだった〈 起て撃て勝て 〉

であった｡口ずさんだ｡涙が溢れ出た｡｣

作詞者不詳｡既成曲旋律。

昭和36(1961) 年に､校内外で生徒会歌を募集した際､25 点の中から選ばれ

た2点でいずれも小林氏の作品｡前者は生徒会歌として｡庖援團吹奏楽部の

創設者の一人であった大学生〔当時〕の芦渾正巳(昭和34年卒)が作曲､後者

は3年生(当時)の樋口宙輝(昭和37年卒)が作曲した。

作詞者の野尻抱影(本名は正英)は元本校英語科教諭｡ハレー彗星の研究や[

冥王星]の命名者としても知られる｡明治42年4月20日の期日あり。

｢創立四十周年記念歌釧渡遁義丸作詞･根本剛作曲｡大正9年｣

｢創立五十周年記念歌｣〔雑詰部員合作､昭和4年〕
強行遠足の歌[信濃路はるかに](八田政季作詞･作曲者不詳｡昭和38年)

強行遠足の歌[歩みをいざ](渡週弘作詞･作曲者不詳｡昭和38年)

[太鼓橋(擬宝珠)｣(作者不詳)旋律等も不詳。

｢ツーライン｣{作者不詳}Ep府中学の帽子の2本線と甲府高等女学校(現･甲

府西即 の袴の2本線に因んだ歌。

｢俺はー高の伊達男｣(作詞者不詳｡)[関東の流れ者]の旋律で､日川高校にも

同じ旋律の曲がある。

(縦90㎝･横180㎝)[ 寄贈　昭和三十二年度 卒業生一同]の銘板あり。

現在は百周年記念館2階に安置。

〔縦40㎝･横22㎝〕 百周年記念館資料室に収納。

[山梨県立　甲府第一高等学校]との標記あり｡かつて強行遠足の際に使用
した。

本校卒業生の著書で､学校に寄贈されたもの。

本校第7代校長大島正健先生寄贈の図書O

※上記の一覧から漏れている寄贈品等があった場合には御容赦いただきたい｡なお､今回の調査では作者不詳等により資料化できない作品もあったことを付記する。

壁画

庭園等

庭園等

庭園等

庭園等

庭園等

モザイク壁画

正門西脇石庭

旧本館前庭東部

池

旧日新ホール前庭

旧中庭庭園

須藤　 摸 昭和8年卒 タイル･モザイクO旧日新ホール入口。

旧図書館東側に存在した｡今も南端の石の配置は変わらない｡同窓会によっ

て造営された。

正面ロータリー東側に存在した｡東京同窓会によって造営された。

旧図書館前(現在の西駐車場北側植込みの西端辺り)に存在した。

昭和2年卒業生の卒業30周年記念として造営。

現在の立体駐輪場東縁の辺引こ存在した｡同窓生の甲子会･御坂会によって

造営された。

現在の管理一普通教室棟と特別教室棟の問を東西に抜けた空間に かつて中

庭があった｡惜城会によって整備され､四季花あふれる空間であった｡わず

かに｢惜城会｣碑はグラウンド南東隅の植込みの中に残っている。
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い っ の 時 代 も｢ 新 し き 世 の
鑑｣ と し で ‥
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には､｢次代を担う人材を育成する空気が宿って　　　ファンシーキャラクターを生み出したサンリオの創業　　　j

と感じる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　者である辻信太郎(昭和20 年卒)。1960年代の日本

一高には､｢ 次代を担う人材を育成する空気が宿って

いる｣ と感じる。

今 回､縁あって本校創立140 周年記念誌を編集する

にあたり、資料に目を通したり、校内を歩き回ったり、

はたまた同窓生と話す機 会を得た。今 回の機会を通し

て、改めて感じたのは｢ 卒業してから30 余年が過ぎた今

も、この学校からいろいろ教わっている｣ という感慨で

ある。

この記 念誌では､ 特 集Ⅲに｢ 一高の至宝｣ と題して、

本校の有形･ 無形 の文化財を取り上げた。当然ながら、

その全部を紹介することは叶 わなかったし､ 編集の都

合上､ 特に｢ 無形の文化財｣ にあたるものは､ その一部

を一覧表に掲載するにとどめた。紹介できなかったこと

は多い。

紹介しきれなかったものの一つに、本校が輩出した

多くの｢ 人材｣ がある。もとより､ 創立以来約37,000 人に

のぼる本校同窓生の足 跡を事細かに紹介することは不

可能だが､ わずかな紙面をもって､ 各界の｢パイオニア｣

とでもいうべき人材に注目して､数人だけ紹介したい。

東 京地下鉄(現在の東 京メトロ)を設立し､ 地下鉄

の父と称された早川徳次( 明治33 年卒) 。日本プロ野

球が設立されるずっと前にアメリカ大陸でプロ野球

選手として活躍した謎の日本人､ ジャップ･ ミカドこと

三神吾郎( 明治副年卒) 。宮沢賢治の親 友としても知

られ､『銀河鉄道の夜』のカムパネルラのモデルともさ

れる詩人の保坂嘉内( 大正４年卒) 。陰の財界総理

と称された実力者で､ 日本開発銀行( 現･ 日本政策

投 資銀 行) の初代総 裁となった小林中( 大正５年

卒) 。１試合５盗塁の未だ破られていない甲子園記録

を持つ五味芳夫( 昭和11 年卒) 。1970 年代に人 気を

博した｢ ザ･ ガードマン｣ や｢ 赤いシリーズ｣ などの演

出･ 脚本を手掛けて､ 大映ドラマの基礎をつくった増

村保造( 昭和17 年卒) 。キティちゃんでもおなじみの

38　　g 。 召。４μ 。４４ｇ／

代表サッカー選手として昭和39(1964) 年の東京五

輪にも名を連ねた保坂司( 昭和30 年卒)。比較的､ 新

しいところで言えば､｢ 美少女戦士セーラームーン｣シ

リーズを世に出して､ 美 少女戦 隊モノの火付け役と

なった武内直子( 昭和60 年卒) や本校在学中にソウ

ル五輪(1988 年) でアーチェリー競技に出場した中

込 恵子( 平成元年卒)･‥。

列挙すれば、たちまち紙面が足りなくなる。

さて､ 創立140 周年記念式典の折､ 宮島雅展同窓会

長( 当時､ 昭和39 年卒) が祝辞において､ 同窓会から在

校生･ 教職員に斎藤孝著『読書力』(岩波新書) を贈っ

た意味について語る中で､ 発せられた次の言葉は印象

的だった。

｢ 情けないか､ この本に出会ったときに『もっと読 んど

きゃよかったなあ』という思いだった。時 間がないわけで

はなかったのに､読まずに済ましてきた人 生だった。｣

そして、｢短 綬( たんこう) は深井( しんせい) の泉を

汲むべからず( 短い釣瓶では深い井戸の水を汲むこと

はできない)｣ という故事を紹介され､ 読書を通じて人

間としての深みが増すように研 鐙してほしいという願い

を託された。

その後､ 同窓会の大先輩で､ 御年100 歳を迎えられた

神宮寺敬氏( 昭和12 年卒) が特別に登壇されたことも

記憶に残る。神宮寺氏は､笑顔で元気な姿を見せてくだ

さりながら､ 御自身の経験を踏まえて｢ 戦争だけはやめ

た方がいい。同窓会の皆さんにもこれだけは訴えておき

たい。｣と口にされた。

一高には｢ 歴史｣ と｢ 伝統｣ がある。ただ､ それは｢ 古

臭いもの｣｢ しがみつくもの｣ ではなく、ここに学んだ者

や学 びゆく者 が｢ 次代｣ に向けて発する｢ 新しき世の

鑑｣ としてのメッセージだと感じる。



「

II梨県立甲府第一鳥等学校創 立140 周年記念誌

本校創立140 年の歩みと日本と世界

明治13(1880)

明治14(1881)

明治15(1882)

明治16(1883)

明治17(1884)

明治18(1885)

明治19(1886)

明治20(1887)

明治21(1888)

明治22(1889)

明治23(1890)

明治24(1891)

明治25(1892)

明治26(1893)

明治27(1894)

明治28(1895)

明治29(1896)

明 治30(1897)

明治31(1898)

明 治32(1899)

明 治33(1900)

明治34(1901)

明 治35(1902)

明治36(1903)

明治37(1904)

明治38(1905)

明治39(1906)

明治40(1907)

明治41(1908)

吉田義静

平井　正

長倉雄平

村上孚光

黒川雲登

幣原　坦

大島正健

1月9 日10

月23 日

山梨県中 学校規則制定、入学志 願者募集

山梨県師 範学校内に中学校を併設

開校の式典挙行日を本校創立記念日とする

１月 ８日　師範学校を山梨学校と改称

１月10 日　山梨学校を徽典館と改称

4月 ８日　吉田義静か徽典館長に就任（初代校長）

1月3 日7

月13 日1

月　1日

4月

7月 ４日10

月11 日

徽典館中 学科を山梨県尋常中学校と改称

平井　正 が第2 代校長に就任

甲府市錦町に校地移転

尋常中学校第1回卒業式

長倉雄平 が第3代校長に就任

村上孚光が第4代校長に就任

3月30 日　黒川雲登が第5代校長に就任4

月20 日　山梨県 尋常中学校規則制定

月

月

５

肖
○

10 月15 日

5月17 日

5月24 日

日月

月

月

月
1
3
4
5

4月25 日4

月29 日3

月26 日4

月　１日

4月22 日6

月15 日4

月

修学旅行 （関西方面）

臨時県議会で 尋常中学校の定員を500 名に

増員建築費38,388 円を可 決

秋季大運動会（第1回）実施　以後毎年実施

春季大運動会（第2回）実施　以後毎年実施

幣原　坦が第6代校長に就任

同窓会会則が定まる

臨時県議会で校地を舞鶴城跡に移転決定

中学校令改正に伴い、山梨県中学校と改称

舞鶴城跡に校舎起工

甲府市 錦町より舞 鶴城跡の 新校舎に移 転

落成を兼ね、開校式を挙行

本 校の 分校として 山梨県 都留 分校設置を

告示

大島正健か第7代校長に就任

山梨県立第一中学校と改称

(山梨県立第二中学 校が開校)

都留分校を大月に移転する 旨の告示

都留 分校を県立第二中学校都留分校とする

6月 １日　山梨県立甲府中 学校と改称

9月17 日　校旗制定の式を 挙行

11月6 日　修学旅 行で日 光・中 宮祠・足尾 から諏 訪
へ（4・5年）

10 月5 日　野球・庭球・撃剣の3 部が諏訪中 学校に遠

征

10月30 日　教育勅語奉読式

10. 明 治十四年の 政変、国 会開設の勅 諭、

自由党結成

３，立憲帝政党結成7.

壬午軍乱　10.

4. 立憲改進党結成
日本銀行開業

10. 秩父事件　12.甲申事変

4. 天津条約の締結　12. 内閣制度の採用10.

ノルマントン号事件

12. 三大事件建白運動、保安条例の制定

4｡ 市制・町村制公布、枢密院の設置

2. 大日本帝国憲法の発布、皇室典範の制定5.

府県制・郡制の公布

7. 第1回衆議院議員総 選挙

○教育勅語の発布

○東京一 横浜周に電話が開通

5. 大津事件

12. 足尾銅山事件が社会問題化

２．第2回衆議院議員総選挙（松方 内閣によ

る選挙干渉）

8

4

3

3

日清戦争がはじ まる （～1895.4 ）

下関条約の締結、三国干渉

進歩党の結成

貨幣法の公布（金本位制の実施）

6｡ 自由党･進歩党が合同して憲政党を結成、
隈板内閣

3. 治安警察法の公布．軍部大臣現役武官
制の制定

9. 伊藤博文が立憲政友会を組織

4｡ 八幡製鉄所の操業開始

12. 田中正造が足 尾銅山鉱毒事件を天皇に
直訴

１。日英同盟の締結

2. 日露戦争の勃発（～1905.9 ）8.
第一次日韓協約

9. ポーツマス条約の締結
日比谷焼打ち事件

１１．第二次日韓協約

12. 漢城に統監府を設置
○東北地方に畿饉

3｡ 鉄道国有法の制定9.
関東 都督府の設置

１１．南満州鉄道株式会社の設立

7. パーク密使事件、第三次日韓協約

ｆ ｏ ａｏｇｒど。４ ４ｇ ／　 ３９



付 録 本 校 創 立140 年 の 歩 み と日 本 と 世 界

「

１

明治42(1909)

明 治43(1910)

明治44(1911)

明治45(1912)

大正元

大正2(1913)

大正3(1914)

大正4(1915)

大正5(1916)

大正6(1917)

大正7(1918)

大正8(1919)

大正9(1920)

大正10(1921)

大正11(1922)

大正12(1923)

大正13(1924)

大正14(1925)

大正15(1926)

昭和元

昭和2(1927)

昭和3(1928)

昭和4(1929)

昭和5(1930)

昭和6(1931)

昭和7(1932)

昭和8(1933)

昭和9(1934)

昭和10(1935)

末久喜十郎

田村喜作

江口俊博

隈部以忠

10月23 日　創立30 周年記念式典挙行

1月7 日4

月9 日8

月3 日10

月12 日

6月3 日

同窓会創立協議会開催

同窓会総会開催

先帝陛下哀悼式挙行

修学旅行で京 都方面 へ（4・5年）

ド雌
頴

治30 年卒） が医学博士 の学

本 校卒業生で 初めて の博士

9月ﾌ 日　末久喜十郎が第8 代校長に就任

11月10日　御大典奉 祝式　御大典 記念中等 学校連合
大運動会

7月9 日　田村喜作が第9代校長に就任

10月23日　創立40 周年記念式典挙行・祝賀会開催

6月27 日　江口 俊博が第10 代校長に就任

9月20 日　生徒定員を1,000 名とする

11 月 ４日　第1回強行遠足 （東京方面、穴山新府城跡、
御岳昇 仙峡）

11月 ４日　第2回強行遠足 （松本方面）

6月1

月2

月

６日　庭球部が全国中等学校庭球大会で 優勝

野外演習（1～4年 ）

軍隊宿泊が始まる （5年）

1月14 日　学校軍事教練の査閲

2月7 日　御大葬遥拝式挙行

10月15日　剣道部が全国中学校剣道大会で優勝

2月20日　校歌制定 （三井 甲之 作詞・東京音 楽学 校

作 曲）

9月　１日　西 山梨郡干 塚村（現在 地）の新 校舎で初

授業

10月22日　校舎落成式挙行

10月23日　創立50 周年記念式挙行

10月24日　創立50 周年記念大運動会開催

同窓会が校舎前の庭園を 寄贈

5月15日 『創立五十周年記念誌』発行

4月17 日　御真影奉迎

3月10 日　陸軍記念日　全校生徒が演習に参加

3月31 日7

月 １日

隈部以忠が第11 代校長に就任

応援歌（篠原作詞・小池作曲）発表

8月13 日　野球部が第21 回全国中等学校野球大会（EFI
子園）初出場

５

８

大逆事件
韓国併合 一朝鮮総督府の設立

7｡ 明治天皇崩御

12. 第一次護憲運動

2. 大正政変

6. 軍部大臣現役武官制の改正

１。ジーメンス事件
8. 第一次世界大戦に参戦

１．中国に対して二十一か条の要求12.

大戦景気が始まる

10. 憲政会の結成

9，金輸出禁止

11. 石井・ランシング協定の締結
Ｑ

）

ｑ

）

（
¥
）

Ｑ

＝

（
ｎ
)
r
）

米騒動、シベリア出兵（～1922 ）
原敬内閣の成立 （本格的な政党内閣）

朝鮮半島で三・‐ 独立運動が展開される
ヴェルサイユ条約の締結

国際連盟に加盟（常任理事国）

戦後恐慌が始まる
上野公園で日本初のメーデー

11. ワシントン会議の開催（～1922 ）3.

全国水平社の設立

1

6

1

4

5

第二次護憲運動の 開始

護憲三 派内閣の成立

日ソ基本条約の締結

治安維持法の制定
普通選挙法の制定

12. 大正 天雷崩御
（
V
^
）
Ｑ

金融恐慌　5. 第一次山東出兵
立憲民政党の結成

3｡ 三 ・一五事件　4. 第二次山東出兵

6. 張 作霖爆殺事件 （満州 某重大事件）

○ 大学卒業者の就職難

4，四 一一六事件

10. 世界恐慌に端を発して昭和恐慌がおこる

１

４

金輸出解禁

ロ ンドン 海軍軍縮 条約の締結（統帥 権
干犯問題）

○米 価などの 価格暴 落（農 村危機）、失 業

者増大
４

９

重要産業統制法の公布
柳条湖事件 （満州事変勃発）

１２．金 輸 出 再 禁 止

○ 東北 地 方 大 凶 作

２

３

９

血盟団事件、リットン調査団の来日

満州国の建国宣言　5. 五・一五事件
日満謳定團の調印

3｡ 国際連盟の脱退

12. ワシントン条約の破棄
２

８

美濃部達吉の 天皇機関説を貴族院で攻撃

国体明徴声明　8. 相沢事件

4０　　ｆＥ 召白,μ 。４４ｇ／



山 梨 県 立 甲 府 第

一
高 等 学 校 創 立 周 年 記 念

誌 7 4 (

も

■■㎜ ■ ㎜ ■ ■ ■■ ･ ･ ･ ･ ■㎜ ■ ■■ ■ ■■ ･■㎜ ･㎜ ㎜㎜ ■■ ■ ■■ ■■ ㎜■ ㎜■ ㎜ ･■ ･■ ㎜ ■■ ■ ■■ ･■㎜ ■ ■ ･■ ■ ･■■ ･ ･ ■■ ■■ ･㎜㎜ ㎜㎜ ■ ■■■■ ■ ■ ■㎜ ･■■ ㎜■ ･■■ ■■ ■ ■■ ■ ㎜ ■ ･■■ ■ ■■ ■ , ･ ･ ･ ･ - - ･ ･ ･  ･  ･ ･ ･ ･ - - ･ ･ - ･ ･ - ･ ･ ･ ･ ･  ･ . . . - . . . - .

昭和1月川9136 ）

昭和12(1937)

昭和13(1938)

昭和14(1939)

昭和15(1940)

昭和16(1941)

昭和17(1942)

昭和18(1943)

昭和19(1944)

昭和20(1945)

昭和21(1946)

昭和22(1947)

昭和23(1948)

大野芳麿

永井 徳潤

近藤兵庫

9月 １日　大野芳麿が第12代校長に就任

このこ ろから 野外教練・勤 労奉仕等 が盛
んになる

10 月23 日　 創立60 周 年 記念 式 典 挙 行

4月 １日　甲府中学校報国団結成 （校友 会を改称）

10月16日　報国隊結成式挙行、軍事教練・勤労奉仕・

防空訓練・軍慰同等が盛んになる

10月 このこ ろより 援農のための 勤労動員 が多
＜なる

3月10 日 『強行遠足二十周年記念誌』発行

4月17日　決戦非常 措置要綱に 基づく 学徒 勤労動員

に関する 訓令、農家・ 飛行場整 備・軍需
工場等への動員が多くなる

6月16 日　永井徳潤が第13 代校長に就任

11月4 日3

月

第21回強行遠足 （1・2年のみを対象）

陸軍大 学校が本 校本館の1 ・2階西半分 に
疎開、第56 回卒業式を 陸軍造兵廠（5年の
動 員先、相 模原）で 実施、 第57回 卒業式

を海軍航空技術廠（4年の動員先、横須賀）
で繰上げ実施

7月6 日　甲 府空襲にお いて小 講堂・特 別教室・新
館等を焼失

9月27 日10

月30 日

午前・午後に分けて二部授業開始

同盟休校で 授業停止

11月 ３日　強行遠足中 止

2月12 日　生徒自治会委員選挙

3月31日　近藤兵庫が第14代校長として着任

8月　１日　旧教科書使用禁止

10月29 日　第22 回強行遠足を実施

11月 ３日　明治節記念式・新憲法 公布記念式を挙行4

月 １日　新学 制施行により 山梨県 立甲府中学 校併

設中学校開設

4月 ８日　始業式　学制改革のため1年生を 募集停止4

月15日　校友会規約改正 審議

5月 ３日　憲法施行記念式を挙行

9月19 日　新制高校実施 準備委員会選挙

9月23 日　校歌信条改正委員会発足

2月24 日　校章決定

3月 １日　甲府中 学校第60 回卒業 式（旧制中学 校最
後の卒業式）

１。ロンドン海軍軍縮条約の脱退
2. 二 ・二六事件

5. 軍部大臣現役武官制の復活
１１．日独防共協定の成立

7. 盧溝橋事件 （日中戦争の勃発）

10. 国民精神総動員運動の開始
11. 日独伊三国防共協定の調印

1.第一次近衛声明（11.第二次　12. 第三次）4.
国家総動員法の制定

7. 国民徴用 令の公布、米国が日 米通商 航
海条約破棄を通告

10. 価格等統制令の 公布

9. 日独伊三国同盟の締結

10. 大政翼賛会の結成

11. 大日本産業報国会の結成、紀元2600 年
記念式典

４

７

７

8｡

0
2

1
1

(Ｎ

Ｑ

２

日ソ中立条約の締結
関東軍特殊演習の実施

日本軍が南部仏印進駐
米国の対日石 油輸出禁止

東条英機内閣の成立

真珠湾攻撃・マレー半島上 陸（太平洋
戦争の勃発）

シンガポール占領

ミッドウェー海戦に敗北

ガダルカナル島を撤退

5｡ アツツ島で日 本軍が玉砕

11

12

大東亜会議を開催
学徒出陣の開始

３。インパール作戦の実施

6｡ 大都市の学童疎開を決定

7. サイパン島の陥落、空襲の激化
8. 学徒勤労令・女子挺身勤労令の公布10.

神風特別攻撃隊が初めて出撃

3. 東京大空襲． 硫黄島の日本軍が全滅4.
米 軍が沖縄本島に上陸

7｡ 甲府空襲

8. 広島に原爆投下、ソ連が対日宣戦、長
崎に原爆投下

8. ポツダム宣言受諾（終戦の詔勅がラジ
オで放送）

10. 連合国軍 最高司令官総司 令部が設置、
人権指令

１１．各政党の結成

12. 衆議院議員選挙法の改正（女性参政権）12.

労働組合法の制定、 第一次農地改革

１．天 皇の人 間宣言、Ｇ ＨＱによる公 職追
放指令

2. 金融緊急措置令の公布

5. メーデ ー復活、 極東国際 軍事裁判 （東
京裁判）が開廷

10. 自作農創設特別措置法が公布

11. 日本国憲法が公布

4. 労働基準法・独占禁止法・地方自治法
の公布

5｡ 日本国憲法の施行

9. 労働省の設置

12. 過度経済力集中排除法の公布

ｇ 。 召。４どど。４ ４ｇ ／　 ４１



付 録 本 校 創 立140 年の 歩みと日本 と世界

「

１

昭和24(1949)

昭和25(1950)

昭和26(1951)

昭和27(1952)

昭和28(1953)

昭和29(1954)

昭和30(1955)

昭和31(1956)

昭和32(1957)

昭和33(1958)

昭和34(1959)

昭和35(1960)

昭和36(1961)

昭和37(1962)

昭和38(1963)

昭和39(1964)

昭和40(1965)

篠原寛二

雨宮重治

斎藤俊章

広瀬勝雄

４２　　ｇｅ ａ。４μ・。４４／

4月 １日　学制改革 によ り山梨県 立甲府 第一高等 学

校と 改称（全日 制・定時 制 一通信制の3課
程及び併設中学 校併置）

4 月23 日

5 月20 日10

月22 日10

月23 日

3月2 日3

月31 日6

月4 日

ＰＴＡ総会を開催

甲府一高新聞第1号を 発行

新校歌発表会　文化祭を開催

創立記念式典・校舎落成記念音楽会

第1［回卒業証書授与式

併設中学校廃止

第1回高校総合体育大会男子総合優勝（以

後第3回まで連続優勝）

4月　　　 男女共学が始まる

3月31 日　篠原寛二 が第15 代校長として 着任

10月21 日10

月23 日11

月 １日

11 月13 日

1 月　1日

創立70 周年記念行事開始 （～10 月29日）

創立70 周年記念式典を挙行

第26 回強 行遠足（女子生 徒が初 参力［］：穴

山まで）

修学旅行再開（2年 ：奈良 一京都方面）

「創立70 周年記念誌」 発行

3月 １日　全日制第4回 一定時制第1回卒業証書授与式

音楽館が完成

3月14 日　新入生学力 検査が始まる

3月18 日 新入生合 格発表（500 名）
大学合格者18名

この 年の東 京

4月　１日　雨宮重治が第16代校長として着任

8月 ２日　文部省が高校の入学者選抜方法を決定（中

学校必修教科及び 選択教科の全部）

2月23 日　体育館落成式

10月25 日　強行遠 足が翌日 （26日 ）の 降雨により 途
中中止

12月23 日　石 橋湛山（明治35年 卒） が内閣総理 大臣
に任命

4月 １日　斎藤俊章が第17 代校長として 着任

10月23 日　図書館・特別教室落成

3月 １日　全日 制第10回 ・定 時制 第7回 ・通信制 第1

回卒業証書授与式

8月13 日　台風で県 下の 被害甚大 （8月18 ～22日に生
徒勤労作業出動）

9月30 日　強 行遠足が伊 勢湾台風によ る道 路欠 損状

況劣悪により中止

10月23 日　倉|り立80周年 記念式（翌日 に創立80 周年記
念講演）

10月25 日　創立80 周年記念文化祭

こ のころ から 学力テ スト・模擬 試験など
が盛んになる

3月24 日　日新ホール落成式

4月 １日　広瀬勝雄が第18代校長として着任

8月14日　野球部が全国 高校野球選手権大会に出場10

月26日　生 徒会歌・生 徒会讃歌発表会

10月15日　第37回強行遠足（佐久方面にコースを変更）

9月28日　強行遠足の歌を 発表

10月19日　東京 オリ ンピッ ク観覧の ための 休業（～

30日）

11. 極東国際軍事裁判判決12.
経済安定九原則の発表

3｡ ドッ ジ・ライン発表

4. 単一為替レート （1ドル＝360 円）
６

７

９

４

８

９

行政機関の大量人員整理
下山事件・三鷹事件　8. 松川事件

シャウプ勧告

公職選挙法の公布
警察予備隊の設置

レ フト ・パージが始 まる

○朝鮮戦争で特需景気

9｡ サンフランシスコ平和条約・日米安全
保障条約の締結

5. 日米行政協定の調印
7. 破壊活動防止法の制定
10. 警察予備隊を保安隊に改組

3｡ ビキニ水爆実験で第五福竜丸が被爆

ＭＳＡ協定の 調印

7｡ 防衛庁と陸・淘・空の自衛隊が発足

Ｑ

）

Ｑ

）

第1[亘]原水爆禁止世界大会の開催
ＧＡＴＴ正式加盟

１１．自由民主党の 結成（保守合同）⇒55 年
体制

○スモン患者の発生　○神武景気

10. 日ソ共同宣言　12. 国際連合への加盟

○なべ底不況（～1958 ）

12 ，一万円札の発行
○日 教組・総評が勤務評定反対闘争を展開

4｡ 皇太子（現在の上 皇陛下） 結婚式（テ

レビ契約者増大）

9. 伊勢湾台風（死者5000 人超）
○岩戸景気 （～1961 ）

1. 日 米新安全 保障条約の 調印、60 年安保

闘争の激化
６，全学連が国 会に突入して警官隊と衝突

１２．国民所得倍増計画の発表

6｡ 農業基本法の制定

9｡ 名神高速道路の一部開通
10. 東海道新幹線の開業

第18回オリンピッ ク東京大会6.

日 韓基本条約の調印

8. 佐藤栄作首相の沖縄訪問
○いざなき景気（～1970 ）　 ・
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昭和41(1966)

昭和42(1967)

昭和43(1968)

昭和44(1969)

昭和45(1970)

昭和46(1971)

昭和47(1972)

昭和48(1973)

昭和49(1974)

昭和50(1975)

昭和51(1976)

昭和52(1977)

昭和53(1978)

昭和54(1979)

昭和55(1980)

昭和56(1981)

昭和57(1982)

昭和58(1983)

昭和59(1984)

高遠啓一

根津修蔵

若林　勇

山下　穆

岩波政雄

山村鉄夫

2月28日4

月 １日

『創立八十五周年記念強行遠足沿革誌丿 発行

高遠啓－ が第19 代校長として着任

ﾌ月25 日　集中豪雨による被害者宅に救援作業

3月11 日　高 校入学学力 検査（甲府南 高校との 総合
選抜制度開始）

4月2 日 入学式　甲 府南高 校と の総 合選抜による
最初の入学生

8月10 日　野球部が第50 回全国高校野球大会に出場

4月　１日　根津修蔵が第20代校長として着任

こ の年から翌 年にかけて 高校生の 学生運
動参加が盛んになる

10月20 日　創立90 周年記念式典を挙行

10月13 日 第46回 強行 遠 足 が降 雨 の ため 途 中 中 止
定時制は最後の参加

10 月22 日　 一 高 祭 （文 化 祭 を 改称 、 ～10 月24 日 ）

4月 定時制・通 信制はこの 年に中央 高校に吸
収さ れる

5月17日　新校舎北館落成式

3月　１日　全日 制第26回 ・定 時制 第23回

17 回卒業 証書授与式 （定 時制
こ れを以て廃止）

4月 １日　若林勇が第21 代校長として 着任

4月

月

月

４

４

第

は

制

制

信
信

通
通

総合選抜制度に甲府西高校が加わり

総合選抜となる
3校

１日　山下穆が第22代校長として着任

総 合選抜 制度に甲 府東 高校が加 わり、4 校
総合選抜になる

2月24 日4

月 １日

10 月21 日10

月22日

甲府中学校第56 回思い出卒業式

岩波政雄が第23 代校長として 着任

創立百周年記念美術展を開催(～10月23日)

創立百周年記念式・記念音楽会を挙行

5月23日　百周年記念館竣工式

9月30日 『佐久往還強行遠足20 周年記念誌』発行

4 月 １日　 山 村 鉄 夫 が第24 代 校 長と し て 着 任

4月 甲府 地区総合 選抜に甲府 昭和高校を 加え
て5 校総合選抜となる

１，戦後初の赤字国債発行

3. 人口1 億人突破

12.
建国記念の日制定

○航空機事故があいつぐ

8，公害対策基本法の公布
9. 四日 市ぜんそ＜訴訟

2. 成田空港建設反対運動激化

４

５

６

小笠原諸島返還協定
イタイイタイ病の公害病認定

大気汚染防止法・騒音規制法の制定

10. 国際
反戦デー　11. 明治百年記念式典

ＯＧＮＰが資本主義国第2位になる

○全国115大学で紛争（全共闘運動）
１

５

Ｉ
　

Ｉ

１

り
乙

３

１

機動隊導入により 東京大学安田 講堂占

拠解除

東名高速道路全線開通

核拡散防止条約の調印
日航よど号ハイジャック事件

三島由紀夫が自衛隊駐屯地内で割腹自殺

○米の減反政策

6. 沖縄返還協定の調印　7. 環境庁の発足

11

12

1.
2.

｣
r）

Ｑ

Ｇ
）

2｡
10.

非核三原則を国 会で採択

10か国蔵相会 談（FIﾖ切上 げ：１ドル＝308
円）

グアム島で旧日本兵（横井庄一氏）発見
連合赤軍による浅間山荘事件

沖縄復帰

田中角栄が『日本列島改造論』を発刊
日中共同声明を発表

変動為替相場制に移行

第一次石油危機（～1974 ）
○狂乱物価、異常インフレ

11. 田中角栄首相の金脈問題が発覚
○戦後初のマイナス成長、経済不況深刻化3.

山陽新幹線開通

１１．第1回先 進国首脳会議に 三木武夫首相
が出席

7. ロッキード事件で田中角栄前首相が逮捕7.

領海12海里・漁業専管水域200海里の実施

4｡ 中国漁船が尖閣諸島で示威行為
5. 新東京国際空港の開港

8. 日中平和友好条約の締結
○第二次石油危機

6. 元号法の公布　東京サミットの開催

6. 史上初 の衆参両院同 時選挙に自由民主
党が圧勝

○自動車生産台数が世界一になる
○日米貿易摩擦がおこる

Ｏ 校内暴力 の急増

Ｏ 政府開発援助（ＯＤＡ）が世界最大規模に

なる

2. 初の 「北方領土の日」を開催
3. 中国残留孤児47名が初の正式来日

6. 東北新幹線開通

11. 上越新幹線開通

○歴史教科 書記述が国内外で問題化

3. 中国自動車道全線開通
5. 日本海中部地震

１０．田中角栄元首相のロッキ ード事件有罪
判決

１．中曽 根康弘首相による 現職総理として
戦後初の靖国参拝

ｇ 。 召。ｇrど。４ ４ｇ ／　 ４３
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付 録 本校創立140 年の歩みと日本と世界

「

昭和60(1985)

昭和61(1986)

昭和62(1987)

昭和63(1988)

昭和64(1989)

平成元

平成2(1990)

平成3(1991)

平成4(1992)

平成5(1993)

平成6(1994)

平成7(1995)

平成8(1996)

平成9(1997)

平成10(1998)

望 月政廣

三潭弘毅

廣瀬重雄

関口稔夫

雨宮　惇

4４　　 ９６ 召ｇｇrどε４ ４４ ／
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平 成 汀( 拍I的)I

平成12(2000)

平成13(2001)

平成14(2002)

平成15(2003)

平成16(2004)

平成17(2005)

平成18(2006)

平成19(2007)

平成20(2008)

平成21(2009)

輿石 順 一

山本秀彦

植松和夫

高瀬孝人

新津　元

跡部　和

4月 １日　輿石順一が第31代校長として着任

12月4 日4

月

四川省教育友好使節団来校

フーバ ー高校と 姉妹校締 結、フ ーバ ー高
校生 が来校

10月19 日　創立百二十周年記念甲―美術展開催

(～10 月23日)

10月20 日　創立 百二十 周年記念式 典を挙 行　甲 一音
楽祭を 開催

4月5
月

１

１

日　山本秀彦 が第32 代校長として 着任
日 『創立百二十周年 記念誌』発行

10月 ３日　第76 回強行 遠足の際、松原 湖検印所 過ぎ
で生徒の死傷事故

4月 １日　植松和夫が第33代校長として着任

10 月

4月

6 月

第77 回 強 行 遠 足 よ り 終点 地 を 野 辺 山 に 変

更 （男 子53.7 、女 子31.0 ）

文 部科 学 省指定 （Ｓ ＥＬＨｉ）（ス ーパ ー ・イ

ン グリ ッシ ュ ・ラ ング ージ ・ハ イ スク ール ）

山 梨 大 学 教 育 人 間 科 学 部 附 属 中 学 校と 連

携 授業 を 実 施

4 月 １日　 高 瀬 孝人 が 第34 代 校長と し て 着 任

4 月

3月

月

月

月

月
4
4
4
4

10月

2学期制を導入

全県 一学区・単独選抜高校入試の 実施（総
合選抜制度の廃止八 文部省指定 ＳＥＬＨｉ

終了、『第80 回強行遠足記念誌』発行

１日　新津元が第35 代校長として 着任

全県一学区制のー期生が入学

45分7 校時授業の実施

台湾高校視察団来校

同窓会より 倉U立127 周年を記念してワゴン
車が寄贈

4月　１日　55 分授業開始

10月4 日
第82回強 行遠足で男 子の終点を 小海に変
更（男子75.3km）

4月 １日　跡部和が第36代校長として着任

学力向上F21プロジェクトを開始

9 月11

月

創立130 周年記念事業として自習室が完成

創立130 周年記念事業として新マイクロ バ

スを納車

｣
j）
（

Ｄ

Ｎ

（
X
）
（
y

）

新ガイドライン関連法が成立

男女共同参画社会基本法の公布
新農業基本法の成立
国旗・国歌法の成立

茨城県東海村の核燃料工場で臨界事故

4｡ 介護保険制度が始まる

4. 小渕恵三首相の急病で森喜朗内閣が成立7.
三宅島で噴火がおこり、全島民が避難7.

九州沖縄サミットの開催

１，中央省庁再編（1府12省庁）

2. えひめ丸 が米国原子力 潜水艦と衝突し
て沈没

4. 小泉純一郎内閣が成立
5. ハンセン病訴訟で政府が控訴断念

6. 大阪府池田小 学校において 児童殺傷事
件がおこる

9. 国内初のＢＳＥ感染牛が発見

11. テロ対策特別措置法の 公布
○完全失業率5％突破

5，経団連と日 経連が 統合し て日本経団 連
が発足

7. 日本郵政公社法の公布

8. 住民基本台帳ネットワ ーク稼働開始
9. 日朝首脳会談において日朝平壌宣言

10. 北朝鮮に拉致さ れていた5人が帰国

5. 個人情報保護法の成立

6. 武力攻撃事態対処法など有事関連3法が
成立

8. イラク復興支援特別措置法が成立

12. 米国産牛肉輸入禁止

１。イラ クへの自衛隊派遣

6，国民保護法など有事法制関連7法の成立10.
新潟県中越地震

４．ＪＲ西日本福知山線において脱線事故10.
日本道路公団の民営化　郵政民 営化法

の公布

Ｏ 平 成の 市町 村大 合併（2003 ～2005 年 ご
ろがピ ーク）

7｡ イラクから自衛隊が撤収9.
安倍晋三内閣が成立

12. 改正教育基本法の公布

１。防衛庁 が省に昇格

２．年金記録問題の 浮上

5｡ 国民投票法の成立

7. 参議院議員選挙で自民党が惨敗（ねじ
れ国会）

9. 福田康夫内閣が成立

7｡ 北海道洞爺湖サミット9.

麻生太郎内閣が成立
○ 世界的な金融危機

３

｣
n
 
c
r
）

ソマリア沖 へ護衛艦を派遣

裁判員制度の開始

衆 議院議員総 選挙で 民主党 が圧勝　鳩
山由紀夫内閣成立

ｆ 。 召。ｇｒど。。 ４．／　 ４５



付 録 本校 創 立140 年 の 歩 みと日本と世界

「

平成22(2010)

平成23(2011)

平成24(2012)

平成25(2013)

平成26(2014)

平成27(2015)

平成28(2016)

平成29(2017)

平成30(2018)

平成31(2019)

令和元

令和2(2020)

令和3(2021)

奥田正直

赤池　亨

堀井　昭

小林俊一郎

月

月

月

４

４

６

10 月22 日

3月4

月

旧

１日

55 分授業・ユニット制時間割を採用

学校ホームページをリニューアル

夏の オプ ショ ン 服と してポロ シャツと ス
カートを導入

創立130 周年 記念式典を挙行　記念演奏会
を 開催

『創立130 周年記念誌』発行

奥田正直が第37代校長として着任

10月6 日　第86 回 強行 遠足で、 女 子の出 発 を 高根、

終点を小 海に変更（女子43.2㎞）

10 月5 日　第87 回強行遠足 で、 男子の 終点を小 諸に

変更（男子105.7 ㎞）

月

月

４

４

１日　赤池 亨が第38 代校長として 着任

文 部科学 省指定 ＳＧＨ（ス ーパーグロ ー
バル ・ハイスクール）

4月　１日　堀井昭が第39 代校長として着任4

月 ８日　探究科第1期生 （80名）が入学

3月 １日 『第90回強行遠足 記念誌』発行

3月　１日　英 語科第25 期生が 卒業 （英語科最 後の卒
業生）

3月 文部科学省ＳＧＨ （スーパーグロ ーバル
ハイスクール）終了

4月 １日　小林俊一郎が第40代 校長として着任

4月 文部科 学省「地域との 協 働によ る高 等学
校教育改革推進事業（地域魅力型 ）」 アソ

シエイト校

10 月12 日　 強行 遠 足 が台 風19 号 の 直 撃に よ り 中 止

3月3 日　新型コロナウイルス感染拡大防止に係る
全国一斉臨時休校

4月7 日　入学式等の取りやめ（入学手続きのみ）

4月 文部科学省 「地域との協働による高等学校
教育改革推進事業（グローバル型）」指定

5月25 日　時差 一分散登 校の開始（6月 第2週に 学校
再開）

10月 ３日　第93回 強行遠足を県 内一日コ ースで 実施
（男 子43㎞、女子31㎞）

10 月22日　創立140 周年記念式典を挙行　記念講演を

開催

3月 １日 「創立140 周年記念誌」発行

4｡［高校無 償化］制度の開始

5. 子供手当の支給開始　菅直人内閣の成立9.

尖閣諸島 沖で中国 漁船が日本の 巡視船

に衝突

3｡ 東日本 大震災　東京電力 福島 第一原 発
事故

9. 野田佳彦内閣の成立
○尖閣 ・竹島をめぐ って日 中 一日 韓の関係

が悪化

8. 消費税関連法の成立1

10. 米軍が沖縄にオスプレイを配備

１２．衆議院議員総 選挙で自民・公明両党が
圧勝（第2次安倍晋三内閣が成立）

１．日本 取引所グ ループの誕生 （東 京証券
取引所と 大阪証券取引所が合併）

4. 公職 選挙法の改正 （インター ネッ ト選
挙運動解禁）

7. 参議 院議員選挙で 自民党が圧 勝（両 院
のねじ れ状態解消）

4. 消費税率を8％に引き上げ

12. 衆議院議員総選挙で自民 ・公明両党 が

2/3の議席を確保（第3次安倍晋三内 閣
の成立）

6. 改正公職選挙法（18歳選挙権）の成立

9. 安 全保障関連法の成立
10. マ イナン バー法の施行　Ｔｐｐ交渉大

筋合意

4. 熊本地震
5. 伊勢志摩サミットの開催

7. 参議院議員選挙で18歳選挙権を運用（自
民 ・公明両党の過半数維持）

8. 台風10 号が東北に上陸（観測史上初）10.

衆議 院議員総選挙で自民党が単独で多
数議席を 確保

１１．第4次安倍晋三内閣の成立

12. 閣 議において2019 年4月の 天皇 退位・
新天皇即位決定

6，成人年齢を18 歳に引き下げ る改正民 法

が成立 （施行は2022 年4 月）
6. 大阪府北部地震
9. 北海道胆振東部地震

4｡ 天 皇明 仁陛下の 退位 一皇太子徳 仁親王

の即 位（以 後、明 仁陛下は上 皇、 美智
子陛下は上皇后）

新型 肺炎
蔓延

（新型コロナウイルス感染 症）の

4月7日　全国に対して緊急事態宣言が発令
(～5月末)

1月ﾌ日　一都三県に対して緊急事態宣言が
発令

4６　　ｇｅ 召。。μ 。４４ｇ／



圀 明治17年４月８日

日 明治20年３月24日

徽典館中学科
山梨県尋常中学校

第５代　 黒川　雲登

圀 明治26年３月30日

囚 明治31年４月30日

圀 大正６年７月９日

回 大正12年３月26日

創立40 周年

圀 昭和19年６月16日
圓 昭和21年３月31日

歴 代 校 長

圀 明治20年７月13日

回 明治23年６月30日

創立10 周年
甲府市錦町に校地移転

第６代　 幣原　　 坦

圀 明治31年５月24日

囚 明治33年Ｈ月６日

lll梨県り11府第一高等学校創:140 周年記念砧/

尋47j417

寫３代　 長倉　雄平

圀 明治23年７月４日

回 明治23年10月11日

圀 明治34年３月26日

囚 大正３年８月31日

山梨県中学校､旧甲府城内に校地移転、　 山梨県立第一中学校､創立30 周年、

創立20 周年　　　　　　　　　　 山梨県立甲府中学校

圀 大 正12 年 ６ 月27 日　

回 昭 和 ７ 年 ３ 月31 日

強行遠足開始､現在地に校地移転、

創立50 周年

圀 昭和21年３月31日
回 昭和25年３月31日

新制高校に移行、
校歌､校章決定

圀 昭和７年３月31日

囚 昭和12年８月31日

圀 昭和25年３月31日
四 昭和29年１月17日

創立70 周年

第４代　 村上　 孚光

圀 明治23年10月Ｈ日

回 明治26年２月６日

圀 大正３年９月７日
回 大正６年７月９日

第12代　大野　芳麿

圀昭和12年９月１日
目 昭和19年６月16日

創立60周年

圀 昭和29年４月１日

目 昭和32年３月31日

r ｇ 召ｇｇだ ６４４９,／　 ４７



付 録 歴代 校 長

圀 昭和32年４月１日

日 昭和36年３月31日

創立80 周年

第21代　 若林　　 勇

圀 昭和49年４月１日

目 昭和51年３月31日

甲府西高校を加え
３校総合選抜制度開始

圀 昭和61年４月１日
四 平成元年３月31日

圀 平成７年４月１日

囚 平成９年３月31日

4８　　ｇｅ 召ｇ４だと４４,ｇ／

第18代　広瀬　勝雄

圀 昭和36年４月１日
四 昭和41年３月31日

圀 昭和51年４月１日

国 昭和55年３月31日

甲府東高校を加え
４校総合選抜制度開始

第26代　三滓　弘毅

圀平成元年４月１日
回 平成３年３月31日

創立110周年

図 平成９年４月１日

目 平成11年３月31日

高校推薦入試開始

圀 昭和41年４月１日

国 昭和44年３月31日

甲府南高校との

総合選抜制度開始

第23代　 岩波　 政雄

圀 昭和55年４月１日

目 昭和58年３月31日
－

創立100 周年

圀 平成３年４月１日

日 平成５年３月31日

新校舎建設
英語科第1期生入学

第31代　輿石　順一

国平成11年４月１日
日 平成13年３月31日
一一一　 一一一

創立120周年

第20代　根津　修蔵

圀 昭和44年４月１日
日 昭和49年３月31日
一

創立90周年

圀 昭和58年４月１口
日 昭和61年３月31日

甲府昭和高校を加え
５校総合選抜制度開始

第28 代　 伊藤　嘉刻

圀 平成５年４月１日

回 平成７年３月31日

圀 平成13年４月１日

囚 平成15年３月31口

r ’



圀 平成17年４月１日
国 平成19年３月31日

山梨県立叩府第丿 等学校創 Ｘ 闘 記念誌ﾌ

ﾂﾞ( も

圀 平成19年４月１日
目 平成21年３月31日

圀 平成21年４月１日
日 平成23年３月31日

圀 平成15年４月１日
四 平成17年３月31日

SELHi 指定開始

圀 平成23年４月１日
回 平成26年３月31日

２学 期 制 導 入

全県一学区単独入試制度開始

圀 平成26年４月１日

目 平成28年３月31日

創立130 周年
55分授業･ユニット制導入

第40 代　 小 林俊一郎-

目 平成31年４月１日

目 現在

強行遠足 小諸･小海コース復活

●綿引　　泰

●坂根　正夫

●広瀬　範治

●中川　　亨

●中川泰次郎

●中川　太郎

●加藤　秀一

●大竹　信治

●宮田　　亨

ＳＧＨ指定開始
英語科募集停止

圀 平成28年４月１日
目 平成31年３月31日

探究科第1期生入学

回明治13 年10月19日

圀 明治14年８月20日

圀明治15 年2 月　 日

凹明治20 年４月１日

目 明治26 年2 月８日

圀明治31年5 月３日

凹明治33 年11月８日

圀大正12 年3 月30日

圀 昭和29 年1 月18日

校　　 長

創 立140 周 年

地域との協鮪 こよる高等学 校教育改革

推進事業( ｸﾞﾛｰｶﾙ) 型指定開始

囚明治14年2 月２日

圀明治14年11月９日

日 明治17年2 月３日

回 明治20 年7 月13日

囚 明治26 年3 月29 日

日 明治31年6 月３日

目 明治34 年３月26日

目 大正12 年6 月27 日

回 昭和29 年3 月31日

山梨県中学校

山梨学校

徽典館

山梨県尋常中学校

創立140 周年 を迎えた現 在､本校の 現職校長である小 林俊一 郎先生は､ 第40 代に数えら れる｡しかし､創立 から50 年間の 歴代校長10

人は､ 時代によって数え方が異なるようだ。

｢創立五 十周年 記念 碑｣に江口 校長は 自らを 第7 代と記しているし､ ほぽ同 時期に 編纂された『創立五 十周年 記念誌』には第9 代に

数えら れている。そも そも｢創 立五十 周年 記念 誌｣では､ 初代校長を平井 正(現 在は第2 代として記 録)､第2 代
校長を吉田義 静(現 在は

初代 校長として記 録)さ れているし､ 両者 の校長 在任期 間は「不明｣と記さ れて いる｡また現在で は第3 代
校長とされている長 倉雄平(

現行の『学校 要覧』によると在 任期間は明 治23 年7 月４日から同 年10 月11 日 の3 か月 間)の名 前が記されて い
ない。時期的 には創立

から10 年間にあ たる。

因みに､『学校要覧』で は昭和50 年代 前半までは､初 代校長･ 吉田義静､第2 代校長･平井正､ 第3 代 校長･長 倉雄平の名 はなく､吉田義

静と平井 正の間 に校長職 務代行を務 めたとさ れる 中川 亨が初 代校長に数えら れてい た｡昭和50 年 代
後半に なって､創立 から10 年間

の 校長職務 代行者の名 があ ら われる が､昭和55 年( 創立100 周年) 直前まで､創立期の 校長と職 務代行
者の区 別はされて いない。現在

の代 数が確定されたの は､創立100 周年記 念誌編纂の過程であろう。

r ｅ 召ｆｇご＆ ４４ｇ／　 ４９



50

付 録 歴 代 同 窓 会 長 ・ 歴 代 ＰＴ Ａ 会 長

歴 代 同 窓

初　代 山本　　保

圀 明治43年10月23日
日 大正３年９月20日

第６代 飯島　豊甫

圀

目 昭和18年４月14日

理事長逝去につき
深潭平重氏が代行

第11代 矢崎茂三郎

圀
回 昭和45年

第16代 太田源一郎

圀平成４年５月

囚 平成10年

r ｃ 召Ｅｇｊど，肖４４ ／

第２代 松谷　禄郎

図 大正３年９月20日
目 大正７年３月14日

第7代 新海　栄治

圓
目

第12代 清水　八束

圀 昭和45年
目

第17代 海沼　　昭

圀 平成10年

囚 平成12年５月27日

凸 ，

ＪＩ－

第３代 深沢　議一

目 大正10年３月５日

回 大正Ｈ年３月

第８代 芦沢留次郎

回
目

第13代 高遠　啓一

回

回 昭和63年

第18代 井上　雅雄

圀 平成12年５月27日

回 平成16年５月８日

第 ４代 深 沢　 平 重

圓 大 正 ７ 年 ３ 月14 日

目 大 正10 年 ３ 月 ５ 日

自…大正11年3 月(理事長)

第9 代 小野
一
回

目

第5代 島田　盛平

圀
日

熊平　 第10代 寺田　 七男
一

圀

日

第14代 飯島　　哲

圀 昭和63年

目 平成元年

会長逝去につき
相川義仁氏が代行

第19代 飯田　祥雄

図 平成16年５月８日

囚 平成18年５月28日

第15代 相川　義仁

圀平成２年
四 平成４年５月

第20代 望月　操三

回 平成18年５月28日

回 平成20年５月17日

r ’



第21代 望月　 政男
四
回 平成20年５月17 日

回 平成24年５月19日
圀 平成24年５月19日
回 平成25年５月18日

91剽 甲゙府第一一高等学校創jX140周年914

昧

第23 代 金丸　 信吾

心
因 平成25年５月18日

囚 平成30年５月19日

第24 代 宮島　 雅展-

圀 平成30年５月19日

露 令和２年11 月21日

第25 代 丹沢　 良治
四
国 令和２年11 月21日

目 現在

※『創 立五 十周 年記 念 誌』の｢甲府 中學 校 同窓 會沿 革｣によると､第2 代 会長松 谷 禄郎氏 の後任 には｢ 大正七 年 三月十 四日総 會に

於て役員を改 選､ 會長に深 洋平 重氏｣(P34) とあり､更に｢ 大正 十年 三月五日総會に於て深 深 會長小 洋 副會 長共 に一 身上 の都

合 にて辞 任､ 補欽として深潭 議一 氏 會長 に｣(P35) とある。更 に大正11 年3 月の総 会において｢会長 制 は会 務 執行 上不 便 砂なか

らざるを以て之 れを理 事制 に改 むることを諮り､本 會の事業も年と共に､益々堅 賓の発展を期する焉 め満 場之 れに賛し理 事制 度

に改 め｣たとあり､理事9 氏 の互 選により｢深 潭平重 氏理 事長｣ の旨が記 録されている。

過 去の周 年 記念誌 や同 窓会 記念 誌等において､歴 代同 窓会長 の在 任期 間が示されてい ないので､ 今 回明らかにしようと考えたが 資料

整 理が 間に合わなかった。また､ 大正11 年3月から理事 制 度に基づく理 事長 職が 設けられたが､どの段 階で現 在の 職制 に
なったのか に

ついても判明しないままになった。確 認を後 世に託すような形になっていることを御容 赦いただきたい。

寺田
昭 和 2 3 年 度 -

■■ ■ ■■ ● ●● ● ¶¶ - - ■■ ■ ■ ■■ ■ a ● ･ ● ●■ |

昭 和 2 6 年 度

■■ ■ ■ ■■ a ･ ･ ● ● ■● ¶¶ ■ ■ - ■ - - ■● ● ●■ ● i

昭 和 2 9 年 度

平井

七男

寛

一満

歴 代 Ｐ Ｔ Ａ 会 長

堅 予察
……………

祁
…………

や男

昭和27年度　　 名取　　 忠彦
W y y y ¶¶ - - - ■ - ■ ■■ ■ ■■ ● 甲 ･ ●● ●■ ･ ㎜¶ ■ - - ■ ■ ■ ●甲 ● ● 4 ¶¶ ■ - ■ - ■ ■ ■■ - ■ ■■ ■ ﾑ を ¶ y ■ ■¶ ■ ■ - ■■ - - - ● ● ●● ■ y ¶ ¶ ■■ ■ ■

昭 和 3 0 年 度 　 　 許 山 　 　 　 整

名取

大石

忠彦

整

哲

I ■■ ● ● ■■ ■ ■■ ■ - ●● ● ●● ● ■● - ■ - ■ ■ ●■ ● ●● ･ ･ ･ ● - ■■ ■ ■■ - ･ ･ ･ ● ●● ● ■¶ ¶ ■ ■ - ■ - ● ● ●● ●
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記念誌 編集委員会( 令和元年度)

委 員 長

副委員長

委　　員

哲

治

彦

勉

寛

治

浩

公

之

英

子

子

美

美

美

良

訓
　
　
　

栄
　

靖

浩

俊

久

栄

弘

和

田

沢

田

西

子

月

藤

月

屋

深

原

達

束

野

崎

丹

依

大

金

若

内

望

土

野

萩

安

伊

吉

本校教頭

本校同窓会副会長(当時)

本校同窓会副会長

本校同窓会顧問

本校同窓会事務局長

本校令和２年度ＰＴＡ会長

本校教諭(第３学年主任､当時)

本校教諭(進路指導係)

本校教諭(総務広報主任)

本校教諭(教務主任､当時)

本校教諭(学習研究主任)

本校教諭(総務広報副主任)

本校教諭(総務広報係)

本校実習講師(総務広報係)

編 集 後 記

(昭和60年卒)(

昭和41年卒)(

昭和56年卒)(

昭和34年卒)(

昭和43年卒)(

平成２年卒)(

昭和55年卒)(

昭和55年卒)(

昭和56 年卒)(

昭和61年卒)

※令 和２年 度 は組 織 されず 。

「創 立140 周 年 記 念誌 」編 集 委員 会は､ 令 和 元 年８月に組 織さ れました が､ その 年 度中に４回の 会議 を行った後 は､ 新

型 コロナ ウイルス感 染 拡 大 によって学 校の日常 が 奪 われ た中で､ 一 度も開催 できなくなってしまい ました。

そ のような状 況を 経 ながら も､ 令 和２年 度 卒 業 証 書 授与 式 の日に､ 無 事､ 発 行 の 日を 迎えられ たこ とに安 堵 しておりま

す が､ そ の一 方 で、「 記 念 誌編 集を任 せて いた だくか らには､ 夢が あっ た」ことを考 える と､ 様々な反 省も残 ります。記 念

誌 の内 容 等 につい ては､ 同窓 諸氏 か らの 御 不 満 もあ ろうことかと思い ますが､ これ につ きまして は､ 偏 に編 集 委員 長であ

る 私の不 徳 の致 すところであり、どうか お 許し をいた だきたくお 願い 申し上 げ ます。

た だ､ で きる 限りのことをしまし た。制 作 に当 たって は､（株 ）少 國 民 社 の社 長 をはじ め､ 担 当の 皆 様 に大 変 な御 苦 労 を

お かけ 致し まし た。この場 を借 りて､ 心よりお礼 申し上げ ます。

記 念 誌の タイトルは「Ｂｅ Ｇｅｎtｌｅｍａｎ!」とし まし た。本 校には なじ みのあ る言 葉 です が、「紳士 たれ! 」では なく、このよ

うな時 代だ からこそ「良 識をもって行 動で きる人 間であ れ! 」と訳したい と考 えます。

この 記念 誌 は特 集 を3 本立 てとし､ 特 集I で は創 立140 周 年 記 念式 典･ 記 念 講 演 及び 記 念事 業 を､ 特 集 Ｈでは平 成23 年

からの10 年 間…つ まり創 立131 周 年か ら140 周 年 までの10 年 間 を取 り上げ まし た。そして 特 集 Ⅲでは 本 校 の歴 史と伝 統 の

中で 培 われ た有形･ 無形 の文化 財を「至 宝 」として紹 介 する機 会としまし た。

100 年 に一 度の 深 刻 な感 染 症の 拡 大 に苦し み ながら､ 発 行の 日に漕 ぎつ け たこの 冊 子 を、「新し き世の 鑑 」として歩 む

同窓 諸氏 ならび に在 校 生の 座右 に置い てい ただけ れ ば幸 いで す。

山梨県立甲府第一高等学校創立140 周年記念誌

発行日

発行者

編集者

a ＆,心 ｓ４。／

令和3(2021) 年３月１日発行

山梨県立甲府中学校･甲府第一高等学校創立140 周年記事業協賛会

山梨県立甲府第一高等学校創立140 周年記念誌編集委員会

〒400-0007　 山梨県甲府市美咲２丁目１３－４４

電　話　０５５－２５３－3525( 代表)

印刷所　　 株式会社　少 國 民 社

〒400-0851　 山梨県甲府市住吉1 丁目１３－１

電　話　０５５－２２６－2125 （代表）
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